
硏
究
狀
況

(二
〇
一
六
年
度
)

東
方
學
硏
究
部

東
ア
ジ
ア
�
世
の
地
域
を
つ
な
ぐ
關
係
と
媒
介
者

班
長

岩
井
茂
樹

二
〇
一
五
年
四
�
か
ら
二
〇
一
六
年
一
�
の
閒
︑
課
題

に
つ
い
て
の
硏
究
報
吿
を
お
こ
な
う
硏
究
會
を
計
一
二
囘

開
催
し
た
︒
こ
の
ほ
か
︑
硏
究
班
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
﹃
	
咸
宦
海
見
聞
錄
﹄
の
會
讀
を
お
こ
な
っ
た

(計
一

三
囘
)︒
こ
れ
は
一
九
世
紀
に
E
林
官
お
お
び
地
方
官
僚

を
歷
任
し
た
張
集
馨

(一
八
〇
〇
年
～
一
八
七
九
年
)
が



し
た
自
�
年
�
お
よ
び
日
記
か
ら
な
る
�
料
で
あ
る
︒

會
讀
に
さ
い
し
て
は
電
子
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
︑
そ
の
校

訂
作
業
を
�
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
︒

四
�
一
三
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

�
士
後
�
課
�

發
表
者

宋

宇
航

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
修
士
課
�

四
�
二
七
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

張

子
康

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
修
士
課
�

發
表
者

後
�

陞

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
修
士
課
�

五
�
一
〇
日

�
�
に
よ
る
無
祀
鬼
神
祭
祀
政
策
︱

祭
厲
制
度
と
蔣
山
法
會

發
表
者

濱
野
亮
介

大
谷
大
學

五
�
一
八
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

發
表
者

!
�
直
人

現
代
中
國

硏
究
セ
ン
タ
ー
產
學

連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

五
�
三
一
日

｢誣
吿
﹂
問
題
と
&
理
秩
序
︱
同
治

�
巴
縣
の
﹁
租
佃
關
係
﹂
に
關
す
る

誣
吿
案
件
を
例
に
し
て

發
表
者

凌

'

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
�
士
後
�
課
�

六
�

一
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

�
士
後
�
課
�

發
表
者

宋

宇
航

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
�
士
後
�
課
�

六
�
一
四
日

大
禮
の
議
の
公
私
論
︱
�
代
後
�
に

お
け
る
皇
(
の
正
當
性
に
關
す
る
一

考
察
︱

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

�
士
後
�
課
�

六
�
一
五
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

後
�

隆

京
都
大
學
大
學
院
�
學

硏
究
科
修
士
課
�

發
表
者

張

子
康

京
都
大
學
大
學
院
�
學

硏
究
科
修
士
課
�

六
�
二
九
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

發
表
者

小
野
*
哉

�
學
硏
究
科
敎
務
補
佐
員
・
非
常
勤

發
表
者

凌

'

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

�
士
後
�
課
�

七
�
一
二
日

元
�
淸
公
�
書
の
引
用
-
端
語
再
考

發
表
者

岩
井
茂
樹

人
�
科
學
硏
究
.

七
�
一
三
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

發
表
者

!
�
直
人

457
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一
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三
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で



現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー

產
學
連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

七
�
二
六
日

柳
得
恭
手
稿
本
﹃
燕
臺
再
游
錄
﹄
か

ら
見
た
册
封
2
李
鼎
元
の
瑛
球
3
識

と
淸
・
瑛
球
・
日
本
・
�
鮮
四
國
の

國
際
關
係

發
表
者

木
村
可
奈
子

人
�
科
學
硏
究
.

敎
務
補
佐
員
・
非
常
勤

七
�
二
七
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

�
士
後
�
課
�

發
表
者

後
�

隆

京
都
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
修
士
課
�

九
�
二
八
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

發
表
者

!
�
直
人

現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー

產
學
連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

一
〇
�

四
日

三
藩
の
亂
時
�
の
�
淸
關
係
と
日
本

發
表
者

木
村
可
奈
子

人
�
科
學
硏
究
.

敎
務
補
佐
員
・
非
常
勤

一
〇
�
二
五
日

沈
惟
敬
再
考

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

一
〇
�
二
六
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

張

子
庚

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
M
C

發
表
者

梁

鎭
海

人
�
科
學
硏
究
.
硏
究
生

一
一
�

一
日

�
代
後
�
の
原
理
4
義
を
め
ぐ
る
一

考
察
︱
桂
萼
の
土
地
制
度
改
革
論
と

そ
の
思
想
5
背
景
︱

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
D
C

一
一
�

八
日

�
代
內
閣
政
治
�
硏
究
の
現
狀
と
課

題
︱
中
國
に
お
け
る
﹁
宰
相
論
爭
﹂

を
中
心
︱

發
表
者

宋

宇
航

一
一
�

九
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

後
�

陞

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
M
C

發
表
者

城

地
孝

同
志
社
大
學
�
學
部

一
一
�
二
二
日

『經
世
大
典
﹄
に
み
る
元
�
の
對
日

本
外
8
論
︱

發
表
者

9
松

正

京
都
女
子
大
學

一
一
�
三
〇
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

!
�
直
人

人
�
科
學
硏
究
.

產
學
連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

發
表
者

梁

鎭
海

人
�
科
學
硏
究
.
硏
究
生

一
二
�
一
四
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
D
C

二
〇
一
七
年
一
�
一
一
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

凌

'

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
D
C

發
表
者

張

子
康

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
M
C

一
�
二
四
日

鑛
山
・
市
場
町
・﹁
疆
域
截
然
﹂・
一

九
世
紀
︑
中
國
・
ベ
ト
ナ
ム
邊
境
に

お
け
る
會
黨
の
活
動
に
つ
い
て

發
表
者

!
�
直
人

人
�
科
學
硏
究
.

產
學
連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

二
�

一
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

後
�

陞

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
M
C

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

二
�
一
四
日

士
商
�
:
5
衝
突
與
<
和
：
再
論
淸

代
廣
吿
中
5
圖
宴
與
�
字

發
表
者

巫

仁
恕

中
央
硏
究
院
=
代
�
硏
究
.

二
�
一
五
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

!
�
直
人

人
�
科
學
硏
究
.

產
學
連
携
硏
究
員
・
非
常
勤

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
D
C

二
�
二
八
日

瑛
球
國
の
西
洋
>
?
接
體
制
︱
衣
國

@
事
の
役
割
を
中
心
に
︱

發
表
者

張

子
康

東 方 學 報
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京
都
大
學
�
學
硏
究
科
M
C

三
�

一
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

木
村
可
奈
子

人
�
科
學
硏
究
.

敎
務
補
佐
員
・
非
常
勤

發
表
者

凌

'

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
D
C

三
�
一
五
日

會
讀
：
張
集
馨
著
﹃
	
咸
宦
海
見
聞

錄
』

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
�
學
部

發
表
者

小
野
*
哉

�
學
硏
究
科
敎
務
補
佐
員
・
非
常
勤

『
�
�
�
義
﹄
硏
究

班
長

古
C
隆
一

本
年
度
は
四
�
一
九
日
に
�
初
の
硏
究
班
を
開
催
し
て

以
來
︑
お
お
む
ね
二
ヶ
�
に
三
囘
の
ペ
ー
ス
で
﹃
�
�
@

義
﹄
の
會
讀
を
實
施
し
た
︒
E
年
度
に
引
き
續
き
︑
活
潑

な
議
論
を
重
ね
て
お
り
︑
問
題
が
完
F
に
解
決
し
て
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
︑
議
事
錄
を
作
成
し
︑
後
日
あ
ら
た
め

て
檢
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
記
錄
を
保
管
し
て
あ
る
︒

あ
ら
か
じ
め
擔
當
者
を
決
め
て
︑
會
の
數
日
E
に
譯
G
稿

を
各
班
員
に
�
布
し
︑
班
員
が
事
E
に
目
を
@
し
た
上
で

硏
究
班
に
出
席
す
る
方
法
を
H
用
し
た
た
め
︑
硏
究
班
で

は
效
I
5
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
硏
究
班
で
は

﹃
�
�
@
義
﹄
內
J
五
卷
を
譯
出
す
る
こ
と
を
目
5
と
し

て
お
り
︑
卷
一
の
部
分
に
つ
い
て
は
︑
二
〇
一
六
年
八
�

の
時
點
で
﹃
東
方
學
報
﹄
に
入
稿
を
す
ま
せ
︑
同
年
一
二

�
現
在
︑
初
校
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
ま
た
卷

二
に
つ
い
て
は
︑
ま
だ
譯
出
を
-
え
て
い
な
い
が
︑
年
度

內
に
は
譯
G
を
完
成
さ
せ
︑
二
〇
一
七
年
八
�
︑﹃
東
方

學
報
﹄
に
入
稿
す
る
豫
定
で
あ
る
︒

四
�
一
九
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
	
下
﹂
譯

G
︑
お
よ
び
﹃
�
�
@
義
﹄
卷
一
の

譯
G
出
版
に
關
す
る
打
ち
合
わ
せ

﹃
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
	
下
﹂
譯

G

發
表
者

山
口
智
弘

二
松
學
舍
大
學

『
�
�
@
義
﹄
卷
一
の
譯
G
出
版
に

關
す
る
打
ち
合
わ
せ

發
表
者

古
C
隆
一

五
�
一
七
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
一
の
譯
G
の
�
-

確
3

『
�
�
@
義
﹄
卷
一
の
譯
G
の
�
-

確
3

發
表
者

古
C
隆
一

六
�
二
一
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
學
上
﹂﹁
原

學
中
﹂
譯
G

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
學
上
﹂﹁
原

學
中
﹂
譯
G

發
表
者

重
田
み
ち

京
都
K
形
藝
L
大
學

七
�

五
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
學
中
﹂﹁
原

學
下
﹂
譯
G

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
學
中
﹂
譯

G

發
表
者

重
田
み
ち

京
都
K
形
藝
L
大
學

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
原
學
下
﹂
譯

G

發
表
者

古
C
隆
一

七
�
一
九
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
上
﹂
譯

G『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
上
﹂
譯

G

發
表
者

田

訪

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

一
〇
�
一
八
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
中
﹂
譯

G『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
中
﹂
譯

G

發
表
者

�
井
律
之

一
一
�
一
五
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
下
﹂
譯

G『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
�
M
下
﹂
譯

G

發
表
者

宇
佐
美
�
理

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

一
二
�

六
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
上
﹂
譯

G『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
上
﹂
譯

G

發
表
者

古
C
隆
一

一
二
�
二
〇
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
上
﹂
譯

G『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
上
﹂
譯

G

發
表
者

古
C
隆
一

二
〇
一
七
年
一
�
一
七
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
中

(
E

N
)﹂
譯
G

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
中

(
E

N
)﹂
譯
G

發
表
者

內
山
直
樹

千
葉
大
學

二
�

七
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
中

(後

N
)﹂
譯
G

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
中

(後

N
)﹂
譯
G

發
表
者

內
山
直
樹

彙 報
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千
葉
大
學

二
�
二
一
日

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
下

(後

N
)﹂
譯
G

『
�
�
@
義
﹄
卷
二
﹁
言
公
下

(後

N
)﹂
譯
G

發
表
者

竹
元
規
人

福
岡
敎
育
大
學

轉
奄
�
中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度

班
長

村
上

衞

本
年
度
は
三
年
計
畫
の
初
年
度
に
あ
た
る
た
め
︑
舊
硏

究
班
﹁
=
現
代
中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度
の
再
�
﹂

か
ら
引
き
續
い
て
の
班
員
と
怨
規
に
加
入
し
た
班
員
と
の

閒
の
學
L
8
液
の
推
Q
に
力
を
G
ぎ
︑
計
一
六
囘
の
硏
究

會
を
行
っ
た
︒
每
囘
の
參
加
者
數
は
二
〇
名
ほ
ど
で
︑
本

學
�
學
硏
究
科
の
院
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
の
班
員
か

ら
も
積
極
5
な
參
加
と
發
言
を
得
た
︒
本
硏
究
班
は
時
代

5
・
テ
ー
マ
5
に
廣
い
範
圍
を
S
う
た
め
︑
中
國
=
現
代

�
硏
究
者
の
み
な
ら
ず
︑
�
淸
�
硏
究
者
や
現
代
中
國
硏

究
者
︑
ま
た
人
�
科
學
系
だ
け
で
は
な
く
︑
社
會
科
學
系

の
經
濟
�
硏
究
者
に
參
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
は
關
西
に
限
ら
ず
︑
東
京
や
金
澤
な
ど
の
各

地
か
ら
報
吿
テ
ー
マ
に
卽
し
た
硏
究
者
に
參
加
し
て
い
た

だ
い
た
︒
い
ず
れ
の
報
吿
に
關
し
て
も
活
發
に
討
論
が
行

わ
れ
︑
報
吿
・
討
論
の
時
閒
を
合
わ
せ
て
三
時
閒
N
=
く

に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
︒
な
お
︑
本
硏
究
班
で
は
定
例

の
硏
究
會
に
加
え
て
班
員
に
よ
る
出
版
書
の
書
U
會
も
實

施
し

(二
〇
一
六
年
一
〇
�
九
日
石
川
亮
太
著
﹃
=
代
ア

ジ
ア
市
場
と
�
鮮
﹄︑
一
一
�
一
八
日
陳
來
幸
著
﹃
=
代

中
國
の
總
商
會
制
度
﹄
)︑
中
國
の
﹁
制
度
﹂
を
さ
ら
に
多

角
5
に
硏
究
す
る
機
會
を
設
け
た
︒

四
�
二
二
日

仲
介
者
の
效
用
：
硏
究
班
を
開
始
す

る
に
あ
た
り

發
表
者

村
上

衞

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

梶
谷

懷

神
戶
大
學

五
�
二
〇
日

ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
三
世
の
W
命
と
外
8

(一
九
〇
四−

一
九
一
二
)
：
W
.W
.

R
o
c
k
h
ill
と
の
關
係
を
中
心
に

發
表
者

小
林
亮
介

京
都
府
立
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岡
本
隆
司

京
都
府
立
大
學

六
�

三
日

｢
荏
�
を
識
る
の
a
﹂
：
橘
樸
の
中
國

論
の
視
座
を
め
ぐ
っ
て

發
表
者

谷

c
妮

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

石
井
知
違

�
治
大
學

六
�
一
八
日

第
一
d
世
界
大
戰
時
�
に
お
け
る
杜

亞
泉
の
西
洋
3
識
に
つ
い
て

發
表
者

李
ハ
ン
キ
ョ
ル

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

小
野
寺
�
郞

埼
玉
大
學

七
�

一
日

淸
代
北
京
の
食
糧
液
@

發
表
者

堀
地

�

北
九
州
市
立
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

田
口
宏
二
g

大
阪
大
學

七
�

八
日

瑛
球
王
國
の
西
洋
>
?
接
體
制

發
表
者

張

子
康

�
學
硏
究
科

世
紀
轉
奄
�
の
香
h
衞
生
政
策
と
i

淨
：
一
九
〇
七
年
の
<
査
委
員
會
報

吿
か
ら
考
え
る

發
表
者

小
堀
愼
悟

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

渡
邊
美
季

東
京
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

古
泉
*
矢

金
澤
大
學

七
�
一
五
日

｢
中
法
越
南
邊
界
@
商
違
�
﹂
(一
八

八
六
年
)
に
お
け
る
﹁
8
犯
﹂
條

項
：
そ
の
成
立
と
j
用
を
め
ぐ
っ
て

發
表
者

!
�
直
人

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

靑
山
治
世

亞
細
亞
大
學

一
〇
�
一
四
日

中
國
=
世
の
﹁
租
佃
關
係
﹂
に
對
す

る
3
識
：
理
論
5
な
檢
討

發
表
者

凌

'

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岸
本
美
緖

お
茶
の
水
女
子
大
學

一
〇
�
二
八
日

｢日
中
戰
爭
�
か
ら
太
m
洋
戰
爭
�

一
九
三
七−

四
五
年
)
に
お
け
る
臺

灣
人
の
移
動

發
表
者

巫

靚

人
閒
・
o
境
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

p
�
正
敬

早
稻
田
大
學
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一
一
�
一
一
日

｢
荏
�
@
﹂
僧
侶
と
日
中
戰
爭
：
日

中
佛
敎
提
携
の
夢
と
蹉
跌

發
表
者

謁
井
田
夕
t
子

桃
山
學
院
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

渡
邊
祐
子

�
治
學
院
大
學

一
一
�
二
五
日

一
九
三
〇
年
代
中
國
に
お
け
る
﹁
日

蘭
會
商
﹂
：
砂
糖
專
賣
制
を
め
ぐ
る

攻
防

發
表
者

m
井
永
介

甲
南
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

籠
谷
直
人

一
二
�
一
六
日

嘉
慶
“
維
怨
”
の
背
景
と
そ
の
目

5
：
景
況
と
漢
:

發
表
者

豐
岡
康
�

信
州
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岩
井
茂
樹

二
〇
一
七
年
二
�
三
日

淸
末
內
地
@
行
許
可
書
護
照
に
つ
い

て
：﹁
日
本
臣
民
﹂
に
8
付
さ
れ
た

も
の
を
中
心
に

發
表
者

篠
原
由
華

同
志
社
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

陳

來
幸

兵
庫
縣
立
大
學

二
�
一
七
日

鎭
江
租
界
の
-
焉
：
{
|
8
涉
を
め

ぐ
っ
て

發
表
者

加
�
雄
三

國
際
日
本
�
:
硏
究
セ
ン
タ
ー

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

久
保

亨

信
州
大
學

三
�

三
日

奉
天
同
善
堂
に
集
ま
る
人
々
：
棲
液

.
と
游
民
・
貧
民
對
策
條
M
裁
~
.

發
表
者

上
田
貴
子

=
畿
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

蒲

豐
彥

京
都
橘
大
學

三
�
一
七
日

一
九
二
〇
年
代
の
中
國
地
質
學
と
日

本

發
表
者

武
上
眞
理
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

山
田
俊
弘

東
京
大
學

東
ア
ジ
ア
古
典
�
獻
コ
ー
パ
ス
の
實
證
硏
究

班
長

安
岡
孝
一

m
成
二
八
年
度
E
N
は
︑
漢
�
に
お
け
る
﹁
形
容
詞
﹂

を
﹁
動
詞
﹂
と
瓜
合
し
た
際
の
副
作
用
を
硏
究
し
た
︒
具

體
5
に
は
︑﹃
F
譯
漢
辭
海
﹄﹃
鯵
�
古
漢
語
詞
典
﹄﹃
�

言
�
字
典
﹄﹃
古
漢
語
語
法
﹄﹃
漢
語
�
言
語
法
﹄﹃
漢
語

�
言
語
法
﹄
な
ど
の
漢
�
辭
書
・
�
法
書
に
お
い
て
︑
す

で
に
﹁
形
容
詞
﹂
と
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
形
態
素

を
﹁
動
詞
﹂
と
み
な
す
場
合
︑
素
性
あ
る
い
は
小
素
性
を

ど
の
よ
う
に
<
整
す
べ
き
か
を
硏
究
し
た
︒
m
成
二
八
年

度
後
N
は
︑
動
詞
句
の
�
型
を
解
析
す
る
ツ
ー
ル
作
成
の

足
掛
か
り
と
し
て
︑
數
々
の
動
詞
句
の
�
型
を
手
作
業
で

解
析
し
︑
そ
の
手
法
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
考
え
た
︒
こ
の
硏
究
�
�
に
お
い
て
︑
我
々
は
︑
S

式
に
よ
っ
て
漢
�
の
メ
タ
�
法
(
�
法
の
�
法
)を
記
営
す

る
手
法
を
開
發
し
た
︒
S
式
に
よ
る
漢
�
の
メ
タ
�
法
記

営
を
元
に
︑
そ
こ
か
ら
生
成
さ
れ
う
る
漢
�
�
法
を
︑
實

際
の
漢
�
に
j
用
し
て
い
く
こ
と
で
︑
本
手
法
の
�
當
性

お
よ
び
�
效
性
を
檢
證
中
で
あ
る
︒

六
�

三
日

張
貽
惠
﹃
古
漢
語
語
法
﹄
(湖
北
人

民
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
六
�
)
の

形
容
詞
︑
劉
景
農
﹃
漢
語
�
言
語

法
﹄
(中
華
書
局
︑
一
九
五
八
年
八

�
)
の
形
容
詞
︑
李
怨
魁
﹃
漢
語
�

言
語
法
﹄
(廣
東
人
民
出
版
社
︑
一

九

八

三

年

六

�
)
の

形

容

詞
︑

E
d
w
in
G
.
P
u
lle
y
b
la
n
k
﹃
O
u
tlin
e

o
f
C
la
ssic
a
l
C
h
in
e
se
G
ra
m
m
e
r﹄

(
U
B
C
P
re
ss︑
一
九
九
五
年
)
の

A
d
je
c
tiv
e
s

六
�
二
四
日

動
詞
句
�
型
解
析

七
�
一
五
日

動
詞
句
�
型
解
析

七
�
三
〇
日

人
�
科
學
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
第
一
一

一
囘
硏
究
發
表
會

九
�

二
日

C
h
in
e
se

T
re
e
b
a
n
k

九
．〇
︑

P
a
rt-
o
f-
S
p
e
e
c
h
T
a
g
g
in
g
G
u
id
e
-

lin
e
s
fo
r
P
e
n
n
T
re
e
b
a
n
k
P
ro
je
c
t

九
�
三
〇
日

S
in
ic
a
T
re
e
b
a
n
k
V
e
rsio
n
三
．〇

一
〇
�
一
四
日

p
h
p
S
y
n
ta
x
T
re
e︑
C
h
in
e
se
T
e
x
t

A
n
a
ly
z
e
r

一
一
�
一
八
日

假
決
め
の
メ
タ
�
法

(S
式
)

一
二
�

二
日

假

決

め

の

メ

タ

�

法

(S

式
︑

ち
ょ
っ
と
改
良
)

一
二
�
一
六
日

假
決
め
の
メ
タ
�
法

(S
式
)

二
〇
一
七
年
一
�
一
三
日

假
決
め
�
法
サ
ン
プ
ル

(十
八
�

略
)

一
�
二
七
日

品
詞
分
類

(二
〇
一
七
．一
．二
七

版
)

二
�
一
〇
日

二
〇
一
六
年
度
の
小
總
括
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東
ア
ジ
ア
の
宗
敎
�
�
と
自
然
學

班
長

武
田
時
昌

東
ア
ジ
ア
の
自
然
學
の
形
成
と
展
開
に
お
い
て
︑
宗
敎

�
:
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
︑
宇
宙
論
や
象
數
易
の

=
世
5
展
開
を
中
心
5
な
論
題
と
し
て
考
察
し
た
︒
會
讀

テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
︑
圓
@
﹃
佛
國
曆
象

�
﹄︑﹃
卜
筮
元
1
﹄
で
あ
り
︑
擔
當
者
に
よ
る
譯
G
を
檢

討
し
な
が
ら
︑
班
員
に
よ
る
硏
究
發
表
を
行
っ
た
︒
圓
@

﹃
佛
國
曆
象
�
﹄
に
つ
い
て
は
︑
泳
曆
︑
須
彌
山
說
に
關

す
る
論
說
の
未
讀
部
分

(卷
五
)
を
會
讀
を
續
行
す
る
と

と
も
に
︑
旣
讀
部
分

(卷
三−

四
)
の
譯
稿
を
再
檢
討
し

た
︒﹃
卜
筮
元
1
﹄
に
つ
い
て
は
︑
京
都
大
學
附
屬
圖
書

館
.
藏
淸
家
�
庫
本
の
讀
解
を
Q
め
る
と
と
も
に
︑
円
仁

寺
兩
足
院
︑
天
理
大
學
圖
書
館
ª
び
北
京
國
家
圖
書
館
︑

鎭
江
市
圖
書
館
が
.
藏
す
る
衣
本
の
合
同
<
査
を
行
い
︑

諸
本
を
比
�
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
の
數
理
¬
K
を
考

察
し
︑
京
氏
易
や
	
敎
︑
陰
陽
	
と
の
關
連
性
を
探
っ
た
︒

七
�
に
は
招
聘
客
員
敎
­
の
餘
欣
氏

(復
旦
大
學
敎
­
)

を
中
心
に
	
敎
︑
佛
敎
の
な
か
の
自
然
學
を
め
ぐ
る
特
別

®
演
會
を
開
催
し
︑
九
�
に
は
巴
蜀
�
獻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
Q
す
る
四
川
大
學
古
籍
硏
究
.
の
硏
究
者
を
招
聘
し
︑

=
世
思
想
�
:
に
關
す
る
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
實
施

し
た
︒四

�

一
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
探
大
藏
中

出
泳
曆
立
法
不
同
十
二
﹂
(續
)

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

四
�
二
八
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
探
大
藏
中

出
泳
曆
立
法
不
同
十
二
﹂
(續
)

發
表
者

小
林
�
行

中
部
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
辨
曆
之
¯

閉
t
於
印
度
｣

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

五
�
一
八
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
辨
曆
之
¯

閉
t
於
印
度
﹂
(續
)

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
論
皇
國
曆

首
三
鏡
ª
八
將
神
等
本
泳
曆
｣

發
表
者

宮
島
一
彥

同
志
社
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
三
﹁
辨
印
度
辰

法
｣

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

六
�
一
六
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
擧
周
髀
之

正
以
²
西
說
不
經
﹂
(續
)︑﹁
論
金

邊
山
ª
閻
³
樹
可
得
而
窺
｣

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

七
�

三
日

ア
ジ
ア
の
宗
敎
と
科
學

天
臺
宗
の
佛
敎
天
�
學
硏
究
︱
怨
發

見
の
園
城
寺
.
藏
´
料
を
め
ぐ
っ
て

發
表
者

武
田
時
昌

人
�
科
學
硏
究
.
・
敎
­

イ
ン
ド
占
星
L
と
﹃
宿
µ
經
』

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學
・
名
譽
敎
­

投
龍
怨
探
︱
¶
宋
に
お
け
る
	
敎
�

:
と
�
物
學

發
表
者

餘

欣

復
旦
大
學
・
敎
­
︑

人
�
科
學
硏
究
.
・
招
聘
客
員
敎
­

七
�
二
一
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
辨
南
極
之

義
｣

發
表
者

B
ill
M
a
k

八
�
一
八
日

｢
佛
僧
に
よ
る
地
球
說
批
~
｣

發
表
者

淸
水
浩
子

大
正
大
學
・
非
常
勤

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
論
印
度
星

曆
說
不
來
此
上
者
多
｣

發
表
者

上
田
眞
¯

�
學
硏
究
科
・
非
常
勤

『
佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
證
印
度
測

µ
宿
高
卑
其
傅
甚
久
｣

發
表
者

矢
野
	
雄

京
都
產
業
大
學

九
�

三
日

中
國
=
世
學
L
�
:
國
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

日
本
殘
存
巴
蜀
�
獻
硏
究

發
表
者

白
井

順

四
川
大
學
古
籍
整
理
硏
究
.
・

副
硏
究
員

杜
甫
と
蘇
東
坡
の
題
畫
詩
に
つ
い
て

發
表
者

宇
佐
美
�
理

京
都
大
學
�
學
硏
究
科
・
敎
­

朱
熹
﹃
大
同
集
﹄
の
�
獻
學
5
考
察

發
表
者

尹

波

四
川
大
學
古
籍
整
理
硏
究
.
・
.
長

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

三
浦
國
雄
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四
川
大
學
�
:
科
技

協
同
創
怨
硏
發
中
心
・
敎
­

九
�
一
五
日

｢江
戶
時
代
の
儒
者
・
中
山
城
山
の

天
�
曆
算
學
｣發

表
者

E
原
あ
や
の

關
西
大
學
・
非
常
勤

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
論
侍
天
形

»
翳
�
光
之
說
｣發

表
者

淸
水
浩
子

大
正
大
學
・
非
常
勤

一
〇
�
一
三
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
駁
周
覽
地

球
妄
談
｣

發
表
者

小
林
�
行

中
部
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
眼
智
第
五
｣

發
表
者

梅
林
½
爾

熊
本
縣
立
大
學

一
一
�
一
七
日

｢西
安
・
洛
陽
に
お
け
る
天
�
�
物

に
關
す
る
<
査
報
吿
｣

發
表
者

福
島
¾
淳

神
戶
學
院
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
詳
天
眼
相
｣

發
表
者

福
島
¾
淳

神
戶
學
院
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
詳
修
天
眼

法
｣

發
表
者

E
原
あ
や
の

關
西
大
學

一
二
�
二
二
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
詳
修
天
眼

法
﹂
(續
)

發
表
者

小
林
�
行

中
部
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
辨
天
眼
之

事
½
實
｣

發
表
者

梅
林
½
爾

熊
本
大
學

二
〇
一
七
年
一
�
一
九
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
七
�
人
皆

固
�
天
眼
之
性
｣發

表
者

小
林
�
行

中
部
大
學

﹁
兩
µ
¿
旋
略
儀
﹂
に
つ
い
て
：
佐

田
介
石
の
﹁
視
實
等
象
儀
﹂
と
の
關

係
の
檢
討

發
表
者

梅
林
½
爾

熊
本
大
學

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
比
�
外
典

以
釋
如
來
藏
性
之
義
｣

發
表
者

福
島
¾
淳

神
戶
學
院
大
學

二
�
一
六
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
比
�
外
典

以
釋
如
來
藏
性
之
義
﹂
(續
)

發
表
者

福
島
¾
淳

神
戶
學
院
大
學

『
佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
�
修
天
眼

依
地
｣

發
表
者

淸
水
浩
子

大
正
大
學

三
�

七
日

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
�
修
天
眼

�
解
行
證
之
三
｣發

表
者

上
田
眞
¯

�
學
硏
究
科

『佛
國
曆
象
�
﹄
卷
五
﹁
�
智
自
四
｣

發
表
者

宮
島
一
彥

同
志
社
大
學

『破
鏡
﹄
は
﹃
N
鏡
﹄
に
非
ず

發
表
者

白
雲

飛

大
阪
府
立
大
學

北
�
石
窟
寺
院
の
硏
究

班
長

岡
村
秀
典

水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
(
F
一
六
卷
三

二
册
︑
一
九
五
一
～
一
九
五
六
年
)
圖
版
解
說
の
會
讀
を

À
Á
の
硏
究
會
で
實
施
し
︑
本
年
度
は
第
一
三
洞
か
ら
第

一
六
洞
ま
で
を
檢
討
し
た
︒
さ
ら
に
水
野
淸
一
・
長
廣
敏

雄
﹃
龍
門
石
窟
の
硏
究
﹄
(座
右
寶
刊
行
會
︑
一
九
四
一

年
)
の
中
國
語
版
を
出
版
す
る
の
に
合
わ
せ
︑
當
硏
究
.

に
.
藏
す
る
龍
門
二
十
品

(
北
魏
K
宴
記
)
の
拓
本
を
整

理
し
︑
そ
の
會
讀
を
À
Á
の
硏
究
會
で
實
施
し
た
︒
そ
の

成
果
報
吿
は
二
〇
一
七
年
度
の
﹃
東
方
學
報
﹄
に
揭
載
す

る
豫
定
で
あ
る
︒
ま
た
︑
當
硏
究
.
と
中
國
社
會
科
學
院

考
古
硏
究
.
と
の
共
同
�
集
に
よ
り
中
國
の
科
學
出
版
社

か
ら
刊
行
し
て
い
る
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
中
英
語
版
の
う
ち
第

二
�
分

(
第
八
～
第
一
六
卷
)
ま
で
は
二
〇
一
五
年
度
に

出
版
さ
れ
た
︒
怨
た
に
執
筆
�
集
す
る
第
三
�

(第
一
七

～
二
〇
卷
)
の
日
本
語
版
四
卷
九
册
は
二
〇
一
六
年
六
�

に
刊
行
さ
れ
︑
中
國
語
版
は
二
〇
一
七
年
度
に
刊
行
の
豫

定
で
あ
る
︒

四
�
一
二
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞

發
表
者

桑
原
正
�

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

四
�
二
六
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞

發
表
者

桑
原
正
�

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

五
�
一
〇
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞
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發
表
者

岡
村
秀
典

五
�
一
七
日

雲
岡
中
�
に
お
け
る
佛
敎
圖
宴
の
變

容

發
表
者

岡
村
秀
典

人
�
硏
.
藏
の
龍
門
石
窟
拓
本
と
そ

の
整
理
に
つ
い
て發

表
者

安
岡
素
子

五
�
二
四
日

雲
岡
石
窟
第
十
四
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

六
�

七
日

長
樂
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉
遲
氏
K
宴

記

發
表
者

岡
村
秀
典

六
�
一
四
日

雲
岡
石
窟
第
十
四
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

六
�
二
一
日

一
弗
︑
比
丘
·
成

(始
m
公
)
K
宴

記

發
表
者

岡
村
秀
典

六
�
二
五
日

雲
岡
石
窟
第
十
五
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

七
�

五
日

北
海
王
元
詳
K
宴
記

發
表
者

岡
村
秀
典

七
�
一
二
日

雲
岡
石
窟
第
十
五
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

七
�
一
九
日

北
海
王
國
太
妃
高
︑
解
伯
*
K
宴
記

發
表
者

岡
村
秀
典

一
〇
�

四
日

楊
大
眼
K
宴
記

發
表
者

稻
本
泰
生

一
〇
�
一
一
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
〇
�
一
八
日

比
丘
	
匠
K
宴
記
︑
½
長
猷
K
宴
記

發
表
者

稻
本
泰
生

一
〇
�
二
五
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
一
�

一
日

魏
靈
藏
薛
法
紹
K
宴
記
︑
晉
東
南
部

北
�
石
窟
踏
査
報
吿

發
表
者

岡
村
秀
典

一
一
�

八
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
一
�
一
五
日

孫
秋
生
等
K
宴
記發

表
者

稻
本
泰
生

一
一
�
二
二
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
二
�

六
日

高
樹
解
佰
都
等
K
宴
記
︑
比
丘
惠
感

K
宴
記

發
表
者

岡
村
秀
典

一
二
�
一
三
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

二
〇
一
七
年
一
�
一
〇
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
�
一
七
日

太
妃
侯
爲
W
夫
賀
蘭
汗
︑
廣
川
王
祖

母
太
妃
侯
K
宴
記

發
表
者

稻
本
泰
生

一
�
二
四
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

一
�
三
一
日

馬
振
拜
等
︑
比
丘
尼
慈
香
·
政
K
宴

記

發
表
者

岡
村
秀
典

二
�

七
日

齊
郡
王
元
祐
K
宴
記

發
表
者

稻
本
泰
生

二
�
一
四
日

雲
岡
石
窟
第
十
六
洞

發
表
者

向
井
佑
介

京
都
府
立
大
學

二
�
二
一
日

比
丘
法
生
︑
安
定
王
元
燮
K
宴
記

發
表
者

岡
村
秀
典



�
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン

ス
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

班
長

稻
葉

穰

本
硏
究
班
は
︑
中
央
ア
ジ
ア
︑
南
ア
ジ
ア
︑
西
ア
ジ
ア

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
﹁
歷
�
5
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
﹂
お
よ
び
そ
の
周
邊
に
お
い
て
何
が
t
き
て
き
た
の
か
︑

そ
こ
を
越
え
て
移
動
し
た
人
や
モ
ノ
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を

超
え
た
先
で
い
か
に
機
能
し
た
の
か
を
︑
�
獻
´
料
や
出

土
´
料
を
も
と
に
檢
討
し
︑
﹁
E
=
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
﹂
が
い
か
な
る
實
態
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
�

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
5
と
し
て
計
畫
さ
れ
た
︒
本
年
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
周
邊
地
域
に
お
け
る
多
樣
な
�
:
8

液
に
關
す
る
硏
究
報
吿
と
竝
ん
で
︑
九
世
紀
に

A
b
u

D
u
la
f
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
旅
行
記
で

あ
る
い
わ
ゆ
る
﹃
第
一
書
鯵
﹄
の
會
讀
を
-
え
︑
續
く

﹃
第
二
書
鯵
﹄
會
讀
の
準
備
を
行
っ
た
︒
會
讀
の
成
果
は

譯
G
と
し
て
ま
と
め
る
豫
定
で
あ
る
︒
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四
�
二
二
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il,

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

人
�
科
學
硏
究
.

五
�
一
三
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il,

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

發
表
者

中
西
龍
也

人
�
科
學
硏
究
.

五
�
二
七
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il,

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

發
表
者

中
西
龍
也

人
�
科
學
硏
究
.

發
表
者

杉
山
¾
樹

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

六
�
一
〇
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il,

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

發
表
者

中
西
龍
也

人
�
科
學
硏
究
.

發
表
者

杉
山
¾
樹

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

六
�
二
四
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

シ
リ
ア
で
の
ア
ラ
ビ
ア
�
字
刻
銘
�

´
料
<
査
の
旅
か
ら
︱
二
〇
〇
六
年

三
�
の
デ
ィ
マ
シ
ク
︑
ハ
マ
ー
︑
ハ

ラ
ブ
︱

發
表
者

井
谷
鋼
K

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

七
�

八
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

S
o
c
ia
l
N
e
tw
o
rk
s
o
n

th
e

S
ilk

R
o
a
d
:
S
o
c
ia
l
N
e
tw
o
rk
A
n
a
ly
sis

in
A
n
c
ie
n
t
H
isto
ry

發
表
者

T
o
m
a
s
L
a
rse
n

H
ø
isæ
te
r

人
�
科
學
硏
究
.

七
�
二
二
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
と
カ
ラ
ウ
ナ

ス
=
ニ
ク
ダ
リ
ヤ
ー
ン
：
ラ
シ
ー

ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
記
営
の
再
檢

討

發
表
者

川
本
正
知

奈
良
學
園
大
學

九
�
二
三
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il,

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

發
表
者

杉
山
¾
樹

京
都
大
學
�
學
硏
究
科

一
〇
�
一
四
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

カ
シ
ミ
ー
ル
�
料
に
お
け
る
ミ
ー
ル

ザ
ー
・
ハ
イ
ダ
ル發

表
者

小
倉
智
�

日
本
學
L
振
興
會

一
〇
�
二
八
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

馬
德
怨
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
-

末
論
︱
一
九
世
紀
に
お
け
る
中
國
イ

ス
ラ
ー
ム
の
怨
展
開

發
表
者

中
西
龍
也

人
�
科
學
硏
究
.

一
一
�
二
五
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

﹁
ラ
シ
ー
ド
寫
本
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

硏
究
﹂
科
硏
イ
ン
ド
<
査
報
吿
︱
ラ

ン
プ
ル
寫
本
と
コ
ル
カ
タ
寫
本
紹
介

發
表
者

川
本
正
知

奈
良
學
園
大
學

一
二
�

九
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ
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ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

ブ
ハ
ラ
に
お
け
る
ス
ン
ナ
Ò
・
シ
ー

ア
Ò
關
係
：
イ
ラ
ン
人
の
動
向
を
中

心
に

發
表
者

木
村

曉

京
都
外
國
語
大
學

二
〇
一
七
年

一
�
一
三
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

ロ
シ
ア
(
政
�
南
東
コ
ー
カ
サ
ス
に

お
け
る
裁
~
制
度

發
表
者

鹽
野
崎
信
也

日
本
學
L
振
興
會

二
�
一
〇
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
川
液
域
の


跡
︱
サ

マ
ル
カ
ン
ド
=
郊
の
カ
フ
ィ
ル
・
カ

ラ


跡
を
中
心
に
︱

發
表
者

ア
リ
ー
シ
ェ
ー
ル
・

ベ
グ
マ
ト
フ

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

三
�
一
〇
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
u
D
u
la
f
第
二
書
鯵
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

人
�
科
學
硏
究
.

三
�
二
四
日

E
=
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

A
b
u
D
u
la
f
第
二
書
鯵
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

人
�
科
學
硏
究
.

毛
澤
東
に
關
す
る
人
�
學
�
硏
究

班
長

石
川
禎
浩

初
年
度
に
蓄
積
し
た
成
果
を
生
か
し
つ
つ
︑
硏
究
目
5

の
*
成
に
さ
ら
に
=
づ
く
べ
く
活
動
を
Q
め
た
︒
活
動
形

式
は
初
年
度
同
樣
︑
À
Á
開
催
の
硏
究
班
例
會
を
中
心
と

し
︑
ま
ず
報
吿
者
が
一
時
閒
N
�
度
の
報
吿
を
行
っ
た
あ

と
︑
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
三
〇
分
�
度
の
批
U
を
加
え
︑

そ
の
上
で
F
體
討
論
を
實
施
す
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
た
︒

報
吿
用
レ
ジ
ュ
メ
を
事
E
に
班
員
に
�
布
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
︑
活
發
な
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
初
年
度
同
樣

で
あ
る
が
︑
本
年
度
は
初
年
度
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
︑
よ

り
詳
細
で
實
證
5
な
報
吿
・
討
論
が
可
能
と
な
っ
た
︒
ま

た
︑
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
班
外
部
の
複
數
の
專
門
家

を
招
聘
し
て
お
り
︑
そ
の
コ
メ
ン
ト
を
@
じ
て
︑
こ
れ
ま

で
以
上
に
よ
り
多
角
5
に
毛
澤
東
に
Ô
る
視
座
を
獲
得
し

つ
つ
あ
る
︒
な
お
︑
ア
メ
リ
カ
の
硏
究
者
に
︑
�
怨
の
毛

澤
東
硏
究
に
つ
い
て
報
吿
し
て
も
ら
う
機
會
を
設
け
︑
=

年
の
日
本
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
英
語
圈
に
お

け
る
毛
澤
東
硏
究
の
水
準
や
課
題
に
つ
い
て
知
見
を
得
る

こ
と
も
で
き
た
︒

四
�
一
三
日

毛
澤
東
と
�
藝
︱
『毛
澤
東
�
藝
生

涯
﹄
を
讀
む

發
表
者

瀨
邊
¯
子

佛
敎
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

江
田
憲
治

總

合
人
閒

五
�
一
三
日

毛
澤
東
の
題
字
と
社
會
へ
の
×
Ø

發
表
者

韓

敏

國
立
民
族
學
�
物
館

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

瀨
戶

宏

攝
南
大

五
�
二
七
日

中
臺
分
斷
下
の
戰
後
香
h
に
お
け
る

毛
澤
東
Ò
︱
『
盤
古
﹄
を
中
心
に

發
表
者

中
村
元
哉

津
田
塾
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

森
川
裕
貫

六
�
一
〇
日

毛
澤
東
思
想
學
院
に
つ
い
て

發
表
者

李

冬
木

佛
敎
大

發
表
者

楊

韜

佛
敎
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

安
井
三
吉

神
戶
大

(名
譽
敎
­
)

六
�
二
四
日

毛
澤
東
の
知
識
人
觀
：
瓜
一
戰
線
・

´
產
階
Ú
と
の
關
連
か
ら

發
表
者

水
羽
信
男

廣
島
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

緖
形

康

神
戶
大

九
�
二
三
日

毛
澤
東
思
想
學
院
宣
傳
Ü
に
關
す
る

考
察
︱
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
畫

﹃
夜
�
け
の
國
﹄
の
上
映
活
動
を
中

心
に

發
表
者

楊

韜

佛
敎
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

晏

妮

日
本
映
畫
大

一
〇
�
二
一
日

毛
澤
東
と
五
四

發
表
者

森
川
裕
貫
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コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

鈴
木
將
久

一
橋
大

一
一
�

四
日

C
h
in
a
u
n
d
e
r
M
a
o
:A
R
e
v
o
lu
tio
n

D
e
ra
ile
d發

表
者

A
n
d
re
w
W
a
ld
e
r

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

谷
川
眞
一

神
戶
大

一
一
�
一
八
日

毛
澤
東
時
代
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
上

演
︱
上
海
靑
年
話
劇
團
﹃
空
騷
ぎ
﹄

(一
九
六
一
年
)
を
中
心
に

發
表
者

瀨
戶
宏

攝
南
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

瀨
邊
¯
子

佛
敎
大

一
二
�

九
日

“
階
Ú
闘
爭
︑
一
抓
就
靈
”
か
ら
“
Ý

武
嘛
”
へ
︱
毛
澤
東
の
闘
爭
戰
略
と

そ
の
歸
結

(上
)發

表
者

岩
井
茂
樹

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

三
品
英
憲

和
歌
山
大

二
〇
一
七
年
一
�
一
三
日

巴
西
會
議

(一
九
三
五
年
九
�
)
は

開
か
れ
た
の
か
？
︱
長
征
�
の
一
斷

面
︱

發
表
者

緖
形

康

神
戶
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

田
中

仁

大
阪
大

二
�
一
〇
日

毛
澤
東
時
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

發
表
者

小
野
寺
�
郞

埼
玉
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

島
田
美
和

慶
應
義
塾
大

二
�
二
四
日

石
川
禎
浩
﹃
赤
い
星
は
如
何
に
し
て

昇
っ
た
か
﹄
合
U
會

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

加
々
美
光
行

愛
知
大
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

田
中

仁

大
阪
大

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

三
田
剛
�

�
治
大

樂
し
ん
で
讀
む
戰
國
竹
書
︱
中
國
古
代
の
基
礎
�
料

班
長

淺
原
*
郞

二
〇
一
五
年
度
末
に
は
﹃
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹄
第

二
册
の
繫
年
を
讀
み
-
え
そ
う
な
勢
い
だ
っ
た
の
だ
が
︑

�
-
違
の
第
二
十
三
違
に
手
閒
ど
っ
て
︑
年
度
が
變
わ
っ

て
も
︑
四
�
一
五
日
か
ら
五
�
一
三
日
ま
で
は
そ
れ
を
讀

ん
で
い
た
︒
そ
の
あ
と
や
っ
と
第
三
册
に
入
り
︑
五
�
二

〇
日
か
ら
七
�
二
二
日
ま
で
は
說
命
上
中
下
︑
九
�
三
〇

日
か
ら
一
一
�
四
日
ま
で
は
周
公
之
琴
舞
︑
一
一
�
四
日

か
ら
一
二
�
一
六
日
ま
で
は
ぜ
い
良
夫
ひ
を
讀
ん
だ
︒
繫

年
の
�
-
違
に
時
閒
を
食
っ
た
の
は
う
れ
し
い
Þ
算
で
︑

こ
こ
を
て
い
ね
い
に
讀
む
こ
と
に
よ
っ
て
︑
E
違
を
讀
む

ま
で
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
作
者
の
ß
圖
が
見
え
て
き

た
︒
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
︑
繫
年
の
¬
圖
を
讀
み
解
く
一

J
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
大
き
な
收
穫
で
あ
る
︒

こ
の
�
違
は
樂
し
ん
で
書
く
こ
と
が
で
き
た
し
︑
ま
た
二

年
閒
の
讀
書
で
得
た
知
見
が
自
然
と
盛
り
à
ま
れ
た
の
が

う
れ
し
い
︒
い
ま
か
ら
思
え
ば
︑
神
っ
て
た
と
言
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
︒﹃
曰
古
﹄
第
二
六
號

(四
�
一
五

日
)
︑
第
二
七
號

(九
�
三
〇
日
)
を
發
行
し
た
︒
第
二

六
號
に
は
︑
上
海
�
物
館
藏
楚
鯵
の
競
公
瘧
︑
孔
子
見
季

桓
子
に
つ
い
て
の
讀
書
札
記
︑
淸
華
大
學
藏
鯵
・
繫
年
に

か
か
わ
る
雜
談
を
揭
載
し
た
︒
第
二
七
號
に
は
上
海
�
物

館
藏
楚
鯵
の
莊
王
旣
成
・
申
公
臣
靈
王
︑
m
王
問
½
壽
・

m
王
與
王
子
木
に
つ
い
て
の
讀
書
札
記
︑
ま
た
繫
年
に
か

か
わ
る
E
営
の
論
�
を
揭
載
し
た
︒
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ま

で
ふ
く
め
て
︑
﹃
曰
古
﹄
を
ど
こ
か
片
隅
に
で
も
置
い
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
︑
こ
こ
ろ
よ
く

許
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
�
科
學
硏
究
.
圖
書
室
に
感
謝
す

る
︒
會
合
を
開
い
て
竹
書
を
讀
む
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
︑

限
界
が
見
え
て
來
た
の
で
︑
來
年
度
か
ら
は
大
膽
に
變
á

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
︒

東
方
�
�
學
院
京
都
硏
究
�
舊
藏
漢
籍
の
整
理
と
硏
究

班
長

矢
木

毅

每
Á
水
µ
日
︑
一
四
時
よ
り
一
六
時
ま
で
︑
分
館
書
庫

に
て
開
催

(一
二
�
以
影
は
â
ã
の
た
め
︑
本
館
®
義
室

に
て
開
催
)
︒
E
�
は
四
�
一
三
日
よ
り
七
�
二
七
日
ま

で

(計
一
五
囘
)︒
後
�
は
一
〇
�
一
二
日
よ
り
二
�
一

日
ま
で

(
計
一
三
囘
)︒
合
計
二
八
囘
の
硏
究
會
を
開
催
︒

每
囘
の
檢
討
の
成
果
を
﹁
典
據
&
報
﹂
と
し
て
ま
と
め
︑

﹁
F
國
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
形
で

ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
し
て
い
る
︒
關
連
す
る
成
果
と
し
て
︑

﹃
�
鮮
本
十
ä
﹄
と
題
す
る
圖
錄

(セ
ン
タ
ー
´
料
叢
刊

第
二
十
二
册
)
を
東
ア
ジ
ア
人
�
&
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー

よ
り
刊
行
し
た
︒
ま
た
二
〇
一
七
年
一
�
二
〇
日
開
催
の

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
東
方
�
:
硏
究
の
記
憶
と


產
﹂

に
際
し
︑
企
畫
展
示
品
の
解
題
圖
錄
を
作
成
し
た
︒

四
�
一
三
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目
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錄�
部
政
書
類
軍
政
之
屬

發
表
者

永
田
知
之

四
�
二
〇
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
軍
政
之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

古
C
隆
一

四
�
二
七
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
軍
政
之
屬

發
表
者

永
田
知
之

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

古
C
隆
一

五
�
一
一
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

古
C
隆
一

五
�
一
八
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

古
C
隆
一

發
表
者

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

五
�
二
五
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

六
�

一
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

發
表
者

矢
木

毅

六
�

八
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

發
表
者

矢
木

毅

六
�
一
五
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

矢
木

毅

六
�
二
二
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

�
井
律
之

六
�
二
九
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

�
井
律
之

七
�

六
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

�
井
律
之

七
�
一
三
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

土
口
�
記

七
�
二
〇
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

土
口
�
記

七
�
二
七
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

宮
宅

i

一
〇
�
一
二
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

宮
宅

i

一
〇
�
一
九
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

目
黑
杏
子

一
〇
�
二
六
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

目
黑
杏
子

一
一
�

二
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

目
黑
杏
子

陶
湘
刊
行
書

發
表
者

高
井
た
か
ね

一
一
�
一
六
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

陶
湘
刊
行
書

發
表
者

高
井
た
か
ね

一
一
�
三
〇
日

東
方
�
:
學
院
京
都
硏
究
.
漢
籍
目

錄

�
部
政
書
類
法
令
之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

一
二
�

七
日

中
江
�
庫

集
部
楚
辭
類

發
表
者

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
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集
部
別
集
類

發
表
者

古
C
隆
一

一
二
�
一
四
日

中
江
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

古
C
隆
一

集
部
別
集
類

發
表
者

高
井
た
か
ね

一
二
�
二
一
日

中
江
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

高
井
た
か
ね

集
部
別
集
類

發
表
者

土
口
�
記

二
〇
一
七
年
一
�
一
一
日

中
江
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

土
口
�
記

發
表
者

永
田
知
之

一
�
一
八
日

中
江
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

�
井
律
之

一
�
二
五
日

中
江
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

宮
宅

i

一
�
二
五
日

村
本
�
庫

集
部
楚
辭
類
・
別
集
類

發
表
者

目
黑
杏
子

二
�

一
日

村
本
�
庫

集
部
別
集
類

發
表
者

矢
木

毅

漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
基
礎
�
硏
究

班
長

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

今
年
度
は
F
體
の
硏
究
計
畫
に
つ
い
て
議
論
が
行
い
ま

し
た
︒
æ
つ
か
の
方
法
と
方
向
性
を
檢
討
し
ま
し
た
︑
そ

う
し
て
秋
に
そ
れ
を
硏
究
助
成
金
の
申
ç
書
に
ま
と
め
ま

し
た
︒
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
發
展
と
利
用
者
數
を
增
や
す

た
め
に
內
容
の
閏
實
と
正
確
性
の
向
上
を
圖
る
︒
あ
ら
に

利
用
者
が
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
接
續
す
る

w
w
w
サ
ー
バ
ー
︑

マ
ン
ド
ク
の
�
集
ソ
フ
ト
と
´
料
が
提
供
す
る

G
itH
u
b

の
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
三
者
を
つ
な
ぐ
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
︒
�
後
に
具
體
5
な
課
題

と
し
て
は

d
ista
n
t
re
a
d
in
g
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
テ

キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
檢
討
に
向
け

て
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
︒

四
�
二
六
日

硏
究
班
の
趣
旨
に
つ
い
て

五
�
一
〇
日

現
在
の

w
w
w
.k
a
n
rip
o
.o
rg
の
問

題
點

五
�
二
四
日

テ
キ
ス
ト
の
複
數
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

共
同
�
集

七
�
二
六
日

D
H
二
〇
一
六
國
際
人
�
&
報
學
會

の
報
吿

と
マ
ン
ド
ク
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
に
つ
い
て

九
�
二
六
日

逸
�
收
集
に
必
Ý
な
機
能

一
〇
�
一
一
日

F
ra
n
c
o
M
o
re
tti,
D
ista
n
t
re
a
d
-

in
g
と

M
a
p
s,
G
ra
p
h
s
a
n
d
T
re
e
s

に
つ
い
て

一
〇
�
二
五
日

硏
究
助
成
金
の
申
ç
書
に
つ
い
て
の

檢
討

一
一
�
二
二
日

引
用
�
の
見
付
方

(一
)
：
=
い
�

書
を
=
く
に
竝
ぶ

一
二
�
一
三
日

引
用
�
の
見
付
方

(二
)
：
b
ig
ra
m
︑

接
續
確
I
と

p
o
in
tw
ise
m
u
tu
a
l

in
fo
rm
a
tio
n

二
〇
一
七
年
一
�
一
〇
日

漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
目
錄
の
ë
加
H
錄

に
つ
い
て

一
�
二
四
日

漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
お
け
る
個
人
や

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
G
釋
の
取
S
い
に

つ
い
て

秦
代
出
土
�
字
�
料
の
硏
究

班
長

宮
宅

i

里
耶
秦
鯵
・
嶽
麓
鯵
の
槪
Ý
を
紹
介
し
︑
そ
の
內
容
や

硏
究
狀
況
に
つ
い
て
ß
見
を
8
奄
し
た
う
え
で
︑
項
目
七

に
示
し
た
よ
う
に
會
讀
を
Q
め
た
︒
こ
れ
と
m
行
し
て
︑

硏
究
班
の
活
動
內
容
を
紹
介
す
る
H
P
を
作
成
し
︑
こ
れ

を
公
開
し
た

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.sh
in
d
a
i.z
in
b
u
n
.k
y
o
-

to
-
u
.a
c
.jp
/
in
d
e
x
.h
tm
l)︒

四
�

八
日

里
耶
秦
鯵
槪
営

發
表
者

宮
宅

i

四
�
一
五
日

嶽
麓
鯵
槪
営

發
表
者

宮
宅

i

四
�
二
二
日

里
耶
秦
鯵
會
讀

⑧
五
一
〇
︱
⑧
五

四
七

發
表
者

土
口
�
記

五
�

六
日
嶽
麓
秦
鯵
會
讀
一−

一
二

發
表
者

宮
宅

i

五
�
一
三
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

五
�
二
〇
日

嶽
麓
鯵
會
讀
一−

一
二

發
表
者

宮
宅

i

五
�
二
七
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

六
�

三
日

嶽
麓
鯵
會
讀
一−

一
二

發
表
者

宮
宅

i

六
�
一
〇
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

六
�
一
七
日

嶽
麓
鯵
會
讀
一
三−

二
二
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發
表
者

�
井
律
之

六
�
二
四
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

七
�

一
日

嶽
麓
鯵
會
讀
一
三−

二
二

發
表
者

�
井
律
之

七
�

八
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

七
�
一
五
日

嶽
麓
鯵
會
讀
一
三−

二
二

發
表
者

�
井
律
之

七
�
二
二
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
五
四
八
～
⑧
六
〇

〇

發
表
者

鷹
取
祐
司

立
命
館
大
學

七
�
二
九
日

嶽
麓
鯵
會
讀
二
三−

三
二

發
表
者

野
口

優

九
�
一
六
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
六
〇
一
～
⑧
六
四

七

發
表
者

佐
�
*
郞

關
西
學
院
大
學

九
�
二
三
日

嶽
麓
鯵
會
讀
二
三−

三
二

發
表
者

野
口

優

九
�
三
〇
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
六
〇
一
～
⑧
六
四

七

發
表
者

佐
�
*
郞

關
西
學
院
大
學

一
〇
�
一
四
日

嶽
麓
鯵
會
讀
二
三−

三
二

發
表
者

野
口

優

一
〇
�
二
一
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
六
〇
一
～
⑧
六
四

七

發
表
者

佐
�
*
郞

關
西
學
院
大
學

一
〇
�
二
八
日

嶽
麓
鯵
會
讀
三
三−

四
三

發
表
者

土
口
�
記

一
一
�

四
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
六
四
八−

⑧
六
五

七

發
表
者

目
黑
杏
子

一
一
�
一
八
日

嶽
麓
鯵
會
讀
三
三−

四
三

發
表
者

土
口
�
記

一
一
�
二
五
日

里
耶
秦
鯵
會
讀
⑧
六
四
八−

⑧
六
五

七

發
表
者

目
黑
杏
子

一
二
�

二
日

嶽
麓
鯵
三
三−

四
三

發
表
者

土
口
�
記

一
二
�

九
日

里
耶
秦
鯵
六
五
八−

六
七
三

發
表
者

角
谷
常
子

奈
良
大
學

一
二
�
一
六
日

嶽
麓
鯵
四
四−

五
二

發
表
者

目
黑
杏
子

二
〇
一
七
年
一
�
一
三
日

里
耶
秦
鯵
六
五
八
-六
七
三

發
表
者

角
谷
常
子

奈
良
大
學

一
�
二
七
日

里
耶
秦
鯵
⑧
六
七
四−

七
〇
二

發
表
者

宮
宅

i

二
�
一
〇
日

嶽
麓
鯵
四
四−

五
二

發
表
者

目
黑
杏
子

二
�
一
七
日

里
耶
秦
鯵
⑧
六
七
四−

七
〇
二

發
表
者

宮
宅

i

二
�
二
四
日

嶽
麓
鯵
四
四
～
五
二

發
表
者

目
黑
杏
子

三
�

三
日

里
耶
秦
鯵
⑧
六
七
四−

七
〇
二

發
表
者

宮
宅

i

三
�
一
〇
日

嶽
麓
秦
鯵
の
執
法
に
つ
い
て

發
表
者

土
口
�
記

嶽
麓
鯵
五
三
～
五
九

發
表
者

伊
�

瞳

關
西
大
學

三
�
一
七
日

里
耶
秦
鯵
⑧
七
〇
三
～
七
三
六

發
表
者

�
井

律
之

中
國
在
家
の
敎
理
と
經
典

班
長

>
山

園

中
國
の
南
�
佛
敎
に
お
け
る
在
家
の
活
動
を
具
體
5
に

知
る
た
め
︑
今
年
は
﹃
廣
弘
�
集
﹄
卷
二
八
悔
罪
J
の
會

讀
を
集
中
5
に
行
っ
た
︒
具
體
5
に
は
︑﹁
廣
弘
�
集
悔

罪
J
序
﹂
︑
﹁
謝
敕
爲
円
𣵀
槃
懺
¯
﹂︑
﹁
悔
高
慢
�
﹂︑
﹁
懺

悔
�
﹂︑
﹁
群
臣
ç
隋
陳
武
(
懺
�
﹂︑﹁
ï
訶
波
若
懺
�
﹂︑

﹁
金
剛
波
若
懺
�
﹂︑﹁
C
天
王
般
若
懺
�
﹂︑﹁
妙
法
蓮
華

經
懺
�
﹂︑
﹁
金
光
�
懺
�
﹂
の
會
讀
を
-
え
た
︒
今
後
︑

﹁
大
@
方
廣
懺
�
﹂︑﹁
虛
空
藏
菩
�
懺
�
﹂︑﹁
方
等
陀
羅

尼
齋
懺
�
﹂︑﹁
藥
師
齋
懺
�
﹂︑﹁
沙
羅
齋
懺
�
﹂
︑﹁
無
礙

會
ñ
身
懺
�
﹂
の
會
讀
を
Q
め
て
卷
二
八
の
卷
末
ま
で
讀

了
す
る
豫
定
で
あ
る
︒

四
�
一
五
日

硏
究
班
の
趣
旨
說
�

發
表
者

>
山

園

五
�

六
日

｢廣
弘
�
集
悔
罪
J
序
﹂
(
-
南
山
釋

氏
)
の
譯
G
作
成發

表
者

>
山

園

五
�
二
〇
日

｢謝
敕
爲
円
𣵀
槃
懺
¯
﹂
(梁
鯵
�
)

の
譯
G
作
成

發
表
者

>
山

園

五
�
二
〇
日

｢
悔
高
慢
�
﹂
(梁
鯵
�
)
の
譯
G
作

成

發
表
者

>
山

園

六
�

三
日

｢懺
悔
�
﹂
(沈
M
)
の
譯
G
作
成
一

發
表
者

古
C

亮

(
�
學
硏
究
科
)

六
�
一
七
日

｢懺
悔
�
﹂
(
沈
M
)
の
譯
G
作
成
二
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發
表
者

桐
原
孝
見

(龍
谷
大
學
)

七
�

一
日

｢群
臣
ç
隋
陳
武
(
懺
�
﹂
(江
總

�
)
の
譯
G
作
成發

表
者

古
C
隆
一

九
�
三
〇
日

｢
ï
訶
波
若
懺
�
﹂
(梁
高
祖
)
の
譯

G
作
成

發
表
者

趙
ウ
ニ
ル

(
�
學
硏
究
科
)

一
〇
�

七
日

｢金
剛
波
若
懺
�
﹂
(梁
武
(
)
の
譯

G
作
成

發
表
者

中
西
久
味

(
怨
潟
大
學
)

一
〇
�
二
一
日

｢
C
天
王
般
若
懺
�
﹂
(陳
宣
(
)
の

譯
G
作
成

發
表
者

中
西
龍
也

一
一
�
一
八
日

｢妙
法
蓮
華
經
懺
�
﹂
(陳
�
(
)
の

譯
G
作
成

發
表
者

>
山

園

一
二
�

二
日

｢金
光
�
懺
�
﹂
(陳
�
(
)
の
譯
G

作
成

發
表
者

稻
本
泰
生

二
〇
一
七
年

一
�
二
〇
日

｢
虛
空
藏
菩
�
懺
�
﹂

(陳
�
(
)
の
譯
G
作
成

發
表
者

上
島

享

(京
大
�
學
硏
究
科
)

二
�

三
日

｢方
等
陀
羅
尼
齋
懺
�
﹂
(陳
�
(
)

の
譯
G
作
成

發
表
者

中
西
龍
也

二
�
一
七
日

｢大
@
方
廣
懺
�
﹂
(陳
�
(
)
の
譯

G
作
成

發
表
者

>
山

園

人
�
學
硏
究
部

�
世
界
の
人
�
學
︱
生
き
も
の
・
な
り
わ
い
・
わ
ざ

班
長

大
浦
康
介

本
年
度
は
︑
班
員
各
員
に
よ
る
個
別
課
題
に
つ
い
て
の

硏
究
報
吿
を
中
心
に
例
會
を
開
催
す
る
と
と
も
に
︑
特
に

動
物
論
に
關
わ
っ
て
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
な
が

ら
︑
o
世
界
論
お
よ
び
人
閒
5
4
體
の
再
檢
討
の
議
論
を

さ
ら
に
發
展
さ
せ
た
︒
個
別
課
題
硏
究
で
は
︑
個
人
と
外

部
o
境

(
社
會
關
係
も
含
む
)
と
の
關
係
性
の
檢
討
か
ら

4
體
を
問
い
直
す
報
吿

(立
木
︑
¶
澤
︑
田
中
¾
一
︑
松

嶋
︑
m
野
︑
田
中
祐
理
子
)
と
︑
人
閒
の
集
團
5
な
生
活

樣
態
と
自
然
o
境
と
の
閒
に
生
じ
る
相
關
5
な
影
ò
を
歷

�
5
・
人
類
學
5
に
分
析
す
る
報
吿

(
謁
口
︑
篠
原
︑
橋

本
︑
井
黑
)
と
が
な
さ
れ
︑
個
體
生
と
集
合
性
の
兩
面
か

ら
4
體
槪
念
を
と
ら
え
直
し
︑
o
境
と
の
か
か
わ
り
を
考

察
し
た
︒
そ
の
う
え
で
︑
一
二
�
に
開
催
し
た
ミ
ニ
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑
班
長
で
あ
る
大
浦
に
よ
っ
て
﹁
對
面

性
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
o
世
界
論
に
お
け
る
人
閒
の
獨
自

性
が
考
察
さ
れ
︑
こ
れ
を
も
と
に
共
同
硏
究
班
員
お
よ
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
參
加
者
に
よ
る
F
體
討
論
を
行
い
︑
硏
究

班
の
活
動
を
ó
括
5
に
再
檢
討
し
た
︒

現
代
／
世
界
と
は
何
か
？
︱
人
�
學
の
視
點
か
ら

班
長

山
室
信
一
︑
小
關

隆

二
〇
一
六
年
四
�
以
影
︑
二
〇
一
七
年
一
�
二
六
日
ま

で
に
例
會
を
一
一
囘
開
催
し
た

(二
〇
一
七
年
二
�
ま
で

に
さ
ら
に
二
囘
の
例
會
が
豫
定
さ
れ
て
い
る
)︒
そ
の
う

ち
二
囘
は
︑
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一
o
と
し
て
公
開
合

U
會
の
形
態
を
と
り
︑
い
ず
れ
も
M
五
〇
人
の
聽
衆
を
得

た
︒
E
年
度
の
場
合
と
同
じ
く
︑﹁
o
世
界
の
人
�
學
﹂

班
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
開
催
と
さ
れ
た
例
會

(二
〇
一
六
年

四
�
二
三
日
︑
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
一
�
二
七
日
豫
定
の

も
の
)
も
あ
り
︑
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
る
學
際
5
な
議

論
が
實
現
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
一
一
�
四
～
五
日
に
は
︑
日

本
︑
韓
國
︑
中
國
︑
臺
灣
か
ら
硏
究
者
を
招
聘
し
︑
國
際

硏
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歷
�
3
識
と
歷

�
敎
育
：
人
�
社
會
科
學
の
課
題
と
可
能
性
﹂
を
4
催
し

た
︒
こ
の
企
畫
は
二
〇
一
五
年
度
に
共
催
し
た
國
際
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
﹁
歷
�
と
記
憶
の
政
治
と
そ
の
紛
爭
﹂
を
引

き
繼
ぐ
性
格
の
も
の
で
あ
り
︑
共
同
班
長
の
山
室
が
基
<

報
吿
者
を
︑
小
關
が
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
務
め
た
︒
報
吿

者
の
內
譯
は
︑
日
本
三
人
︑
韓
國
三
人
︑
中
國
二
人
︑
臺

灣
二
人
で
あ
っ
た
︒
二
〇
一
七
年
度
は
�
-
年
度
で
あ
り
︑

成
果
の
と
り
ま
と
め
作
業
が
4
た
る
課
題
と
な
る
︒

ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
︱
南
ア
ジ
ア
の
社

會
と
宗
敎
の
連
續
性
と
非
連
續
性

班
長

�
井
正
人

本
硏
究
で
は
三
年
の
硏
究
�
閒
を
N
年
ご
と
の
F
六

ク
ー
ル
に
分
け
︑
各
ク
ー
ル
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
︑

複
數
囘
の
定
例
硏
究
會
と
ク
ー
ル
�
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
て
い
る
︒
今
年
度
第
一
ク
ー
ル
で
は
︑
ブ
ラ
フ

マ
ニ
ズ
ム
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
へ
の
﹁
知
﹂
の
變
:
と

發
展
に
關
し
て
複
數
の
視
點
か
ら
の
報
吿
が
行
わ
れ
︑
一

〇
�
に
﹁
古
代
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
﹃
知
﹄
の
深
:

﹃
知
﹄
の
擴
大
﹂
を
テ
ー
マ
に
第
一
囘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
︒
第
二
ク
ー
ル
で
は
︑
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ

ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
に
お
け
る
﹁
出
家
・
苦
行
﹂
を
取
り
上
げ
︑

定
例
硏
究
會
で
報
吿
を
行
う
と
と
も
に
︑
年
度
末
に
﹁
古

代
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
セ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
諸
相
︱
禁
欲
・

苦
行
・
出
家
︱
﹂
を
テ
ー
マ
に
第
二
囘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
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開
催
し
た
︒

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
種
�
義
の
連
�
と
轉
奄

班
長

竹
澤
泰
子

本
年
度
に
怨
し
く
立
ち
上
げ
た
本
硏
究
會
は
︑
同
じ
く

怨
規
に
H
擇
さ
れ
た
科
學
硏
究
費
基
盤

(S
)
と
連
動
さ

せ
な
が
ら
︑
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
種
4
義
を
4
眼
に
置
い

た
共
同
硏
究
を
Q
め
て
い
る
︒
本
年
度
は
︑
一
二
�
末
ま

で
に
六
囘
の
硏
究
會
を
行
い
︑
三
�
末
ま
で
に
は
合
計
一

一
囘
の
硏
究
會
を
行
う
豫
定
で
あ
る
︒
內
容
と
し
て
は
︑

ゲ
ノ
ム
硏
究
の
現
狀
や


傳
病
の
集
團
差
︑
日
本
人
の
t

源
な
ど
を
め
ぐ
る
�
理
融
合
の
共
同
硏
究
や
︑
海
外
か
ら

の
報
吿
者
を
8
え
て
の
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(公
開
)︑

さ
ら
に
本
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
﹁
人
種
神
話
を

解
體
す
る
﹂
(
F
三
卷
)
の
合
U
會

(非
公
開
)︑
國
際
共

同
硏

究
の
成

果
論
�

集

T
ra
n
s-
P
a
c
ific
Ja
p
a
n
e
se

A
m
e
ric
a
n
S
tu
d
ie
s
の
執
筆
陣
座
談
會

(公
開
)
な
ど

を
開
催
し
た
︒
こ
れ
ら
の
共
同
硏
究
會
を
@
し
て
︑
d
の

さ
ら
な
る
課
題
を
�
確
に
し
︑
共
�
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
た
︒

�
代
天
皇
制
と
社
會

班
長

高
木
�
志

｢天
皇
﹂
個
人
や
﹁
天
皇
宴
﹂︑
あ
る
い
は
單
な
る
政
治

�
�
で
な
く
︑
天
皇
制
を
國
家
や
社
會
と
の
か
か
わ
り
で

考
え
る
問
題
ß
識
を
も
っ
て
︑
硏
究
會
を
積
み
重
ね
た
︒

F
八
囘
の
硏
究
會
で
は
︑
天
皇
制
と
社
會
を
め
ぐ
っ
て
︑

神
社
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
美
L
・
顯
頴
活
動
な
ど
多
樣
な
問

題
に
つ
い
て
議
論
し
た
︒
九
�
九
日
に
は
洛
西
地
域

(上

里
の
水
利
の
記
念
碑
・
正
法
寺
の
忠
魂
堂
な
ど
)
に
お
け

る
ö
見
を
お
こ
な
っ
た
︒
さ
ら
に
九
�
一
二
日
に
は
︑
京

都
大
學
が
管
理
す
る
淸
風
莊

(西
園
寺
別
邸
)
の
見
學
を

お
こ
な
う
と
と
も
に
︑
同
地
で
天
皇
制
と
宗
敎
の
問
題
に

關
す
る
二
つ
の
議
題
に
つ
い
て
硏
究
會
を
お
こ
な
っ
た
︒

一
〇
�
一
五
日
に
は
︑
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
日
淸
戰
爭

�
の
東
ア
ジ
ア
﹂
を
も
ち
︑
東
學
農
民
軍
に
關
す
る
先
行

硏
究
の
見
直
し
︑
東
學
農
民
戰
爭
に
關
す
る
日
本
メ
デ
ィ

ア
の
反
應
︑
ª
び
同
時
�
の
ア
イ
ヌ
に
關
す
る
諸
問
題
が

議
論
さ
れ
た
︒
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
︑﹃
人
�

學
報
﹄
の
特
集
號
を
く
む
豫
定
で
あ
る
︒
ま
た
︑
本
硏
究

班
の
活
動
を
も
と
に
︑
二
〇
一
七
年
度
に
は
共
同
硏
究
報

吿
書
﹃
=
代
天
皇
制
と
社
會
﹄
を
刊
行
し
た
い
︒

ウ
メ
サ
オ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
射
�

班
長

田
中
¾
一

本
硏
究
會
は
以
下
の
三
つ
の
活
動
か
ら
な
る
︒
二
と
三

は
﹁
み
や
こ
の
學
L
´
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
︒
一
)
硏
究
發
表
：
梅
棹
の
關
心
や
業
績
は

多
岐
に
わ
た
る
︒
こ
れ
ら
を
整
理
し
︑
4
Ý
な
テ
ク
ス
ト

讀
み
︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
硏
究
會
を
行
う
︒
二
)
紙
媒
體

´
料
の
デ
ジ
タ
ル
:
：
具
體
5
に
は
︑
人
�
科
學
硏
究
.

に
殘
さ
れ
て
い
る
社
會
人
類
學
®
座
の
梅
棹
關
係
の
書
類

を
項
目
ご
と
に
分
類
し
︑
デ
ジ
タ
ル
:
し
︑
整
理
し
て
い

る
︒
デ
ジ
タ
ル
:
さ
れ
た
�
書
の
リ
ス
ト
を
作
成
︑
詳
細

な
說
�
を
つ
け
た
´
料
も
作
成
中
で
あ
る

(今
年
度
-
了

豫
定
)︒
三
)
テ
ー
プ
´
料
の
デ
ジ
タ
ル
:
：
京
大
在
籍

中
の
梅
棹
忠
夫
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
︑
そ
の
ひ
と

つ
が
=
衞
ロ
ン
ド
と
い
う
硏
究
會
・
自
4
®
義
で
あ
っ
た
︒

當
時
の
會
合
を
記
錄
し
て
い
た
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ

を
︑
昨
年
も
引
き
續
き
外
G
し
て
デ
ジ
タ
ル
:
し
て
い
る
︒

｢
ヴ
ァ
ー
ド
ゥ
ー
ラ
・
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
﹂
硏
究

班
長

井
狩
彌
介
︑
�
井
正
人

ヴ
ァ
ー
ド
ゥ
ー
ラ
・
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
の
第
八
違

(
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
)
を
硏
究
對
象
に
し
て
︑
井
狩

(
班
長
)
が
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
譯
G
を
作
成
し
︑
硏
究
會

で
報
吿
す
る
と
と
も
に
︑
參
加
者
F
員
に
よ
っ
て
檢
討
を

行
っ
た
︒
昨
年
度
と
同
樣
に
︑
テ
キ
ス
ト
の
會
讀
を
中
心

に
︑
補
說
5
な
硏
究
を
混
ぜ
な
が
ら
共
同
硏
究
を
Q
め
た
︒

今
年
度
︑
檢
討
し
た
テ
キ
ス
ト
の
4
題
は
︑
ウ
カ
ー
土
器

の
製
作
︑
三
層
か
ら
な
る
イ
シ
ュ
テ
ィ
︑
犧
牲
祭
に
關
す

る
諸
祭
事
な
ど
で
あ
る
︒
補
說
5
な
硏
究
と
し
て
は
︑

ホ
ー
ト
リ
ä
任
儀
禮
で
表
�
さ
れ
る
プ
ラ
ヴ
ァ
ラ

(
祖
先

名
)
に
つ
い
て
報
吿
を
行
っ
た
︒

個
人
硏
究

東
方
學
硏
究
部

淸
代
の
�
:
と
社
會

井
波

陵
一

中
國
古
代
中
世
の
法
制

冨
谷

至

中
國
科
學
の
思
想
�
5
考
察

武
田

時
昌

=
代
中
國
の
財
政
と
社
會

岩
井

茂
樹

先
秦
時
代
の
金
�

淺
原

*
郞

古
代
中
國
の
考
古
學
硏
究

岡
村

秀
典

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
�
の
硏
究

稻
葉

穰

イ
ン
ド
・
中
國
に
お
け
る
佛
敎
の
學
L
と
實
踐

>
山

園

佛
敎
硏
究
知
識
ベ
ー
ス
︱
︱
禪
佛
敎
を
例
と
し
て

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

川
西
走
ú
の
漢
藏
諸
語
の
記
営
硏
究

池
田

巧

中
國
共
產
黨
�
の
硏
究

石
川

禎
浩

�
字
コ
ー
ド
理
論

安
岡

孝
一

秦
漢
時
代
の
制
度
�

宮
宅

i
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高
麗
官
僚
制
度
硏
究

矢
木

毅

中
國
G
釋
學
�
硏
究

古
C

隆
一

=
代
中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度
の
變
容村

上

衞

東
ア
ジ
ア
佛
敎
美
L
�
の
硏
究

稻
本

泰
生

中
國
中
世
=
世
の
�
學
理
論

永
田

知
之

中
國
イ
ス
ラ
ー
ム
の
硏
究

中
西

龍
也

�
字
定
義
&
報
に
基
づ
く
�
書
表
現
系
に
關
す
る
硏
究

守
岡

知
彥

中
國
古
代
中
世
の
官
制
�

�
井

律
之

東
西
´
料
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
�
:
8
液
と
諸
制

度
の
硏
究

宮

紀
子

中
國
家
具
と
そ
の
2
用
に
關
す
る
硏
究

高
井
た
か
ね

中
國
古
代
に
お
け
る
領
域
荏
�
の
硏
究

土
口

�
記

秦
漢
�
國
家
儀
禮
の
硏
究

目
黑

杏
子

中
華
民
國
時
�
に
お
け
る
知
識
人
と
政
治

森
川

裕
貫

人
�
學
硏
究
部

=
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

信
一

南
ア
ジ
ア
︑
日
本
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
暴
力
︑
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︑
宗
敎

田
中

¾
一

�
學
理
論
の
硏
究

大
浦

康
介

ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
の
生
成
と
傳
承
の
硏
究

�
井

正
人

人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
澤

泰
子

日
本
の
工
業
:
と
ア
ジ
ア
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

籠
谷

直
人

=
代
天
皇
制
の
�
:
�
5
硏
究

高
木

�
志

一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
û
樂
�

岡
田

曉
生

=
代
日
本
の
藝
L
と
西
洋

高
階
繪
里
加

イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
=
現
代
�

小
關

隆

=
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歷
�
敍
営
と
政
治
思
想王

寺

賢
太

一
九
世
紀
の
日
本
社
會

岩
城

卓
二

精
神
分
析
5
知
を
思
想
�
5
に
位
置
づ
け
る
試
み

立
木

康
介

=
代
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス

(特
に
グ
ル
ジ
ア
)
に
お

け
る
匪
ý

伊
�

順
二

ア
フ
リ
カ
と
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
敎
・
o
境
・
身
體

性
に
關
す
る
人
類
學
5
硏
究

石
井

美
保

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
命
科
學
と
﹁
自
然
﹂瀨

戶
口
�
久

農
業
�
の
再
¬
築

�
原

辰
�

フ
ラ
ン
ス
象
²
4
義
と
�
學
5
モ
デ
ル
ニ
テ森

本

淳
生

島
崎
�
村
そ
の
他
の
=
代
�
學
者
の
作
品
硏
究
︱
︱
リ

ア
リ
ズ
ム
︑
メ
デ
ィ
ア
︑
(
國

H
O
L
C
A
,Irin
a

=
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
硏
究

菊
地

曉

=
代
西
洋
醫
學
發
展
�
硏
究
お
よ
び
身
體
論田

中
祐
理
子

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
宗
敎
�
:
︑
敎
育
︑
社
會

¿
動

小
池

郁
子

¯
蒙
と
�
學
︱
ア
ド
ル
ノ
美
學
に
お
け
る
﹁
人
閒
性
﹂

の
位
置
づ
け
︱

�
井

俊
之

一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
の
演
劇
・
映
畫
�

小
川
佐
和
子

=
代
�
鮮
の
民
族
¿
動
と
東
ア
ジ
ア

小
野

容
照

在
米
日
墨
移
民
�
の
硏
究
︱
︱
o
太
m
洋
の
視
點
か
ら

德
永

悠

皇
室
の
土
地
.
�
に
關
す
る
歷
�
5
硏
究

池
田
さ
な
え

事

業

槪

況

・
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
五
�
三
日

於

京
都
府
立
府
民
ホ
ー
ル

ア
ル
テ
ィ

す
ご
い
ジ
ャ
ズ
に
は
理
由

(
わ
け
)
が
あ
る

ピ
ア
ノ
：
(ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
)フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ト

レ
ン
ジ

話
者
：
岡
田

曉
生

・
ビ
ブ
リ
オ
ト
ー
ク

(
人
�
硏
セ
ミ
ナ
ー
)

二
〇
一
六
年
五
�
一
五
日

於

熊
本
市
立
圖
書
館
他

®
師
：
(寫
眞
家
)
芥
川

仁

®
師
：
�
原

辰
�

・
連
續
セ
ミ
ナ
ー

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
五
�
二
六
日
︑
六
�
九
日
︑
三
〇
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館
四
階
大
會
議
室

二
〇
一
六
年
の
論
點
︱
︱
い
ま
︑
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き

こ
と五

�
二
六
日

(木
)

日
中
關
係
と
メ
デ
ィ
ア
報
	

®
演
者
：
(同
志
社
大
學
大
學
院

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

彙 報
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デ
ィ
ー
ズ
硏
究
科
敎

­
)
加
�

千
洋

司
會
：
�
原

辰
�

六
�

九
日

(木
)
“
自
民
黨
改
憲
草
案
”
を
讀
む

®
演
者
：
山
室

信
一

司
會
：
岩
城

卓
二

六
�
三
〇
日

(木
)

｢ひ
と
は
な
ぜ
戰
爭
を
す
る
の

か
﹂
の
人
閒
學

®
演
者
：
立
木

康
介

®
演
者
：
田
中
祐
理
子

司
會
：
小
關

隆

・
公
開
合
�
會

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
五
�
二
八
日
︑
七
�
二
三
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

第
一
d
世
界
大
戰
を
考
え
る

五
�
二
八
日

(土
)

ア
フ
リ
カ
を
活
用
す
る
︱
フ
ラ

ン
ス
9
民
地
か
ら
み
た
第
一
d

世
界
大
戰

(武
藏
大
學
人
�
學
部
)
m
野
千
果
子

(東
京
外
國
語
大
學
名
譽
敎
­
)
小
川

了

小
野

容
照

七
�
二
三
日

(土
)

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
末
裔
た
ち

︱
〈看
護
﹀
か
ら
讀
み
な
お
す

第
一
d
世
界
大
戰

(龍
谷
大
學
�
學
部
)
荒
木

映
子

(
甲
南
大
學
�
學
部
)
井
野
瀨
久
美
惠

小
關

隆

・
連
續
セ
ミ
ナ
ー

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
六
�
一
六
日
～
七
�
一
四
日

於

京
都
大
學
東
京
オ
フ
ィ
ス

〈液
狀
:
す
る
親
密
圈
﹀
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
一
〇
周
年

企
畫
＠
東
京

六
�
一
六
日

(木
)

ポ
リ
ア
モ
リ
ー
と
子
ど
も

®
演
者
：
(一
橋
大
學
大
學
院
)
深
海

菊
繪

六
�
二
三
日

(木
)

｢正
し
さ
ら
し
き
も
の
﹂
を
解
放

す
る
“
ゆ
る
さ
”

®
演
者
：
(
û
樂
イ
ベ
ン
ト
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)
雨
宮

優

六
�
三
〇
日

(木
)

現
代
日
本
の
同
性
婚
ニ
ー
ズ

®
演
者
：
(辨
護
士
︑
同
性
婚
人
權

救
濟
辨
護
團
員
)
森

あ
い

七
�

七
日

(木
)

あ
た
ら
し
い
﹁
性
の
公
共
﹂
を

つ
く
る

®
演
者
：
(ホ
ワ
イ
ト
ハ
ン
ズ
︑

﹁
風
テ
ラ
ス
﹂
4
宰
)
謁
爪

眞
吾

七
�
一
四
日

(木
)

結
婚
と
賣
春®

演
者
：
田
中

¾
一

・
夏
�
公
開
�
座

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
七
�
一
六
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
共
@
一
®
義
室

名
作
再
讀
︱
︱
い
ま
讀
ん
だ
ら
こ
ん
な
に
面
白
い
一
〇

出
來
の
惡
い
正
�
︱
︱
『晉
書
﹄
を
讀
む®

師
：
�
井

律
之

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
﹃
愛
人
︿
ラ
マ
ン
﹀﹄
を
い

ま
讀
み
な
お
す

®
師
：
森
本

淳
生

冷
園
な
人
閒
分
析
︱
︱
『
韓
非
子
﹄
を
讀
む

®
師
：
冨
谷

至

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー
二
〇
一
六

二
〇
一
六
年
七
�
二
〇
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

H
a
se
g
a
w
a

S
h
ig
u
re
:
O
n

W
a
r

C
o
o
p
e
ra
tio
n

in

K
a
g
a
y
a
k
u

®
演
者
：
(
�
報
財
團
國
際
日
本
硏
究

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
招
聘
硏
究
員
／

	
託
硏
究
員
)
S
re
e
d
e
v
i
R
e
d
d
y

・
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
六
年
七
�
三
一
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

｢人
�
學
の
危
機
﹂
と
�
學
硏
究
︱
︱
い
ま
�
學
理
論
に

何
が
で
き
る
か

谷
崎
潤
一
郞
﹃
�
違
讀
本
﹄
の
射
�
と
可
能
性

®
演
者
：
(奈
良
敎
育
大
學
)
日
高

佳
紀

時
閒
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
：
安
部
公


を
讀
む

®
演
者
：
(ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
學
)

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン

液
動
5
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
︱
讀
む
︑
讀
み

{
す
︑
讀
み
繼
ぐ
︑
書
く
︑
液
@
さ
せ
る

®
演
者
：
(フ
ラ
ン
ス
IN
A
L
C
O
)

ア
ン
ヌ
・
パ
イ
ヤ
ー
ル=

謁
井

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
：
(北
海
	
大
學
)
中
村

三
春

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
：
(關
西
學
院
大
學
)
岩
松

正
洋

司
會
：
大
浦

康
介
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・
高
校
生
の
た
め
の
夏
�
セ
ミ
ナ
ー

二
〇
一
六
年
八
�
一
〇
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
附
屬
東
ア
ジ
ア

人
�
&
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
大
會
議
室

漢
字
�
:
へ
の
誘
い
︱
︱
第
四
囘
﹁
知
の
�
地
に
よ
う
こ

そ
﹂

ネ
ッ
ト
の
海
に
漢
字
を
³
か
べ
て
︱
︱
漢
字
の
人
�
&
報

學

®
和
者
：
守
岡

知
彥

・
東
ア
ジ
ア
人
�
�
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
�
�
會

二
〇
一
六
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
®
�
會

(初
Ú
)

第
一
日

(一
〇
�
三
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

稻
葉

穰

漢
籍
に
つ
い
て

(四
部
分
類
槪
說
を
含
む
)

永
田

知
之

カ
ー
ド
の
取
り
方
︱
漢
籍
整
理
の
實
踐

土
口

�
記

第
二
日

(一
〇
�
四
日
)

工
具
書
に
つ
い
て

高
井
た
か
ね

漢
籍
關
連
サ
イ
ト
の
利
用

(京
都
大
學
附
屬
圖

書
館
學
L
荏


課
電
子
リ
ソ
ー
ス
掛
)

大
西

賢
人

實
�
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

梶
浦

晉

漢
籍
目
錄
カ
ー
ド
作
成
實
�

第
三
日

(一
〇
�
五
日
)

目
錄
檢
索
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
檢
索

安
岡

孝
一

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(一
)

第
四
日

(一
〇
�
六
日
)

和
刻
本
に
つ
い
て
(京
都
大
學
�
學
硏
究
科
敎

­
)
宇
佐
美
�
理

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(二
)

第
五
日

(一
〇
�
七
日
)

�
鮮
本
に
つ
い
て

矢
木

毅

實
�
解
說

土
口

�
記

&
報
8
奄

安
岡

孝
一

二
〇
一
六
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
®
�
會

(中
Ú
)

第
一
日

(一
一
�
七
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

稻
葉

穰

經
部
に
つ
い
て

古
C

隆
一

叢
書
部
に
つ
い
て

�
井

律
之

叢
書
と
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

安
岡

孝
一

第
二
日

(一
一
�
八
日
)

�
部
に
つ
い
て

宮
宅

i

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(一
)

第
三
日

(一
一
�
九
日
)

子
部
に
つ
い
て

中
西

龍
也

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(二
)

第
四
日

(一
一
�
一
〇
日
)

集
部
に
つ
い
て

(京
都
大
學
人
閒
・
o
境
學
硏
究
科
敎
­
)

	
謁

昭
廣

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(三
)

第
五
日

(一
一
�
一
一
日
)

漢
籍
と
&
報
處
理

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

實
�
解
說

土
口

�
記

&
報
8
奄

安
岡

孝
一

・
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
六
年
一
〇
�
一
五
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館
四
階
大
會
議
室

日
淸
戰
爭
�
の
東
ア
ジ
ア

東
學
農
民
戰
爭
に
お
け
る
南
接
と
北
接
の
問
題
に
つ
い
て

®
演
者
：
(
圓
光
大
學
校
敎
­
)
朴

孟
洙

日
淸
戰
爭
�
﹃
香
川
怨
報
﹄
の
甲
午
農
民
戰
爭
報
	

®
演
者
：
(愛
媛
大
學
®
師
)
中
川

未
來

ア
イ
ヌ
民
族
=
代
�
を
問
い
直
す
︱
︱
日
淸
戰
爭
E
後
を

中
心
に

®
演
者
：
(
北
海
	
大
學
名
譽
敎
­
)
井
上

C
生

コ
メ
ン
ト
：
(
佛
敎
大
學
敎
­
)
原
田

敬
一

司
會
：
高
木

�
志

・
國
際
セ
ミ
ナ
ー

二
〇
一
六
年
一
〇
�
二
二
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.

本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

ト
ラ
ン
ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
日
系
ア
メ
リ
カ
人
硏
究

A
sia
n
A
m
e
ric
a
n
C
u
ltu
re
o
n
S
ta
g
e
:
T
ra
n
sfo
m
in
g

th
e
V
ie
w

®
演
者
：
(南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
)

ベ
リ
ー
ナ
・
ハ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
(
神
戶
大
學
人
�
學
硏
究
科
)

ア
リ
ー
ナ
・
ア
ン
ト
ン

T
h
e
Ja
p
a
n
e
se
a
n
d
th
e
O
rig
in
s
o
f
th
e
O
rie
n
ta
list

B
u
d
d
y
F
ilm

®
演
者
：
(東
京
大
學
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
硏
究
セ
ン
タ
ー
)

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ッ
ク

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
(カ
ー
ル
ト
ン
大
學
・
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國
際
日
本
�
:
硏
究
セ
ン
タ
ー
)
マ
ル
シ
ア
ー
ノ

司
會
：
(學
L
振
興
會
外
國
人
特
別
硏
究
員
／

人
�
科
學
硏
究
.
外
國
人
共
同
硏
究
者
)

ラ
イ
ル
・
デ
・
ス
ー
ザ

・
公
開
�
演
會

二
〇
一
六
年
一
〇
�
二
七
日

於

京
都
大
學
人
�
硏
本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

ミ
シ
ェ
ル
・
ジ
ャ
ル
テ
ィ
®
演
會

�
怨
版
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
著
作
集
を
め
ぐ
っ
て

(
L
a
n
o
u
v
e
lle
é
d
itio
n
d
e
s
Œ
u
v
res
d
e
P
a
u
l
V
a
lé
ry
)

®
演
者
：
(パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
學
敎
­
)

ミ
シ
ェ
ル
・
ジ
ャ
ル
テ
ィ

司
會
：
森
本

淳
生

・
ビ
ブ
リ
オ
ト
ー
ク

(
人
�
硏
セ
ミ
ナ
ー
)

二
〇
一
六
年
一
〇
�
二
八
日
︑
一
〇
�
二
九
日

一
〇
�
二
八
日

於

熊
本
市
立
圖
書
館
集
會
室

震
災
と
再
生
の
ビ
ブ
リ
オ
ト
ー
ク

®
師
：
(寫
眞
家
)
長
野

良
市

一
〇
�
二
九
日

於

慶
½
高
校
<
理
室

キ
ッ
チ
ン
・
ト
ー
ク

話
者
：
�
原

辰
�

・
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
一
一
�
一
二
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.

本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

中
川
�
庫
開
設
記
念

東
ア
ジ
ア
で
一
八
世
紀
硏
究
者
で

あ

る

こ

と

︱
H
isa
y
a
su
N
a
k
a
g
a
w
a
,
L
E̓
sp
rit
d
e
s

L
u
-
m
iè
re
s
e
n
F
ra
n
c
e
e
t
a
u
Ja
p
o
n
を
め
ぐ
っ
て

®
演
者
：
(ソ
ウ
ル
國
立
大
學

�
學
部
敎
­
)
李

永
睦

®
演
者
：
(京
都
大
學
�
學

硏
究
科
敎
­
)
增
田

眞

®
演
者
：
(
怨
潟
大
學
人
�
社
會
・

敎
育
科
學
系
敎
­
)
逸
見

龍
生

森
本

淳
生

司
會
：
王
寺

賢
太

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
一
六

二
〇
一
六
年
一
一
�
二
二
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.

本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

Ja
p
a
n
s̓
C
u
ltu
ra
l
D
ip
lo
m
a
c
y
in
A
sia
in
H
isto
ric
a
l

P
e
rsp
e
c
tiv
e

®
演
者
：
(ヘ
ブ
ラ
イ
大
學
准
敎
­
／

人
�
科
學
硏
究
.
招
へ
い
硏
究
員
)

O
T
M
A
Z
G
IN
,N
issim

・
�
學
カ
フ
ェ

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
六
年
一
一
�
二
五
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.

本
館
一
階
共
@
一
®
義
室

人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
�
學
カ
フ
ェ
﹁
現
代
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
條
件
﹂

®
師
：
(作
家
)
圓
城

塔

®
師
：
(
�
筆
家
)
千
野

�
子

司
會
：
(關
西
學
院
大
學
敎
­
)
久
保

昭
�

コ
メ
ン
ト
：
大
浦

康
介

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
一
六

二
〇
一
六
年
一
二
�
七
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

V
o
ic
e
s
fro
m

th
e
F
u
k
u
sh
im
a
n
u
c
le
a
r
v
illa
g
e

®
演
者
：
(リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
紙
ア
ジ
ア
特
Ò
員
)

A
rn
a
u
d
V
a
u
le
rin

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
一
六

二
〇
一
六
年
一
二
�
一
四
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

A
rts
o
f
N
u
m
b
e
rs
:
F
o
rtu
n
e
-
te
llin
g
M
e
th
o
d
s
in

E
a
rly
M
o
d
e
rn
Ja
p
a
n

®
演
者
：
(
パ
リ
第
七
大
學
准
敎
­
)
M
a
tth
ia
s
H
a
y
e
k

・
日
獨
ジ
ョ
イ
ン
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
一
六
年
一
二
�
二
〇
日

於

京
都
大
學
吉
田
國
際
8
液
會
館
南
®
義
室
二

�
治
時
代
︑
日
本
語
は
西
洋
�
學
を
ど
の
よ
う
に
	
入
て

き

た

か
：
“
M
a
x

u
n
d

M
o
ritz
”
と

ロ

ー

マ

字

譯

﹃
W
a
m
p
a
k
u
m
o
n
o
g
a
ta
ri﹄
を
例
に

®
演
者
：
(日
本
學
L
振
興
會
外
國
人

招
へ
い
硏
究
者
／
人
�
科
學
硏
究
.
招
へ
い

外
國
人
學
者
)
A
R
O
K
A
Y
Ju
d
it

解
說
：
イ
リ
ナ
・
ホ
ル
カ

・
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
七

二
〇
一
七
年
一
�
二
〇
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
附
屬
東
ア
ジ
ア

人
�
&
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
二
階
大
會
議
室

東
方
�
:
硏
究
の
記
憶
と


產

人
�
科
學
硏
究
.
.
藏
﹁
華
北
8
@
寫
眞
﹂
を
例
に
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石
川

禎
浩

陶
湘
の
復
刊
書
と
そ
の
﹁
愛
書
﹂
に
つ
い
て高

井

た
か
ね

東
洋
�
:
硏
究
.
小
�

(東
京
大
學
)
大
木

康

東
洋
�
:
硏
究
.
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(東
京
大
學
)
眞
鍋

佑
子

東
ア
ジ
ア
學
L
院
.
藏
´
料
の
特
²
と
價
値

(
成
均
館
大
學
)
李

昤
昊

東
ア
ジ
ア
學
L
院
の
成
果
と
課
題

(
成
均
館
大
學
)
高

銀
美

國
學
と
東
方
學
の
あ
い
だ
で
︱
︱
�
世
學
風
の
傳
瓜
と
現

在

(
�
世
大
學
)
車

惠
媛

�
世
大
.
藏
古
�
獻
の
特
²

(
�
世
大
學
)
都

賢
喆

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
一
六

二
〇
一
七
年
二
�
二
七
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
.
本
館

一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一

T
h
e
A
rc
h
a
ic
in
th
e
M
o
d
e
rn

O
rik
u
c
h
i
sh
in
o
b
u
o
n

M
a
n
y̓
o
Ja
p
a
n
a
n
d
R
y
u
k
y
u
s

®
演
者
：
(ナ
ポ
リ
大
學
・
®
師
)
C
h
ia
ra
G
h
id
in
i

・
大
浦
康
介
敎
�
・
冨
谷
至
敎
�
・
山
室
信
一
敎
�
�
職

記
念
�
演
會

二
〇
一
七
年
三
�
一
三
日

於

京
都
大
學
時
計
臺
記
念
館
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル

三
醉
人

人
�
問
答

第
一
部
﹁
效
用
と
無
用
の
あ
い
だ
﹂

〈お
し
ゃ
べ
り
﹀
の
效
用

®
演
者
：
大
浦

康
介

辭
書
作
成
の
效
用
︱
︱
語
義
を
求
め
て

®
演
者
：
冨
谷

至

〈轉
が
る
石
﹀
の
效
用
︱
︱
三
つ
の
硏
究
.
を
ö
っ
て

®
演
者
：
山
室

信
一

第
二
部
﹁
今
こ
そ
︑
人
�
學
に
つ
い
て
語
ろ
う
﹂

鼎
談

司
會
：
武
田

時
昌

・
第
一
二
囘

T
O
K
Y
O
漢
籍

S
E
M
IN
A
R

二
〇
一
七
年
三
�
一
八
日

於

一
橋
大
學
一
橋
®
堂
中
會
議
場

漢
籍
の
遙
か
な
旅
路
︱
出
版
・
液
@
・
收
藏
の
諸
相
︱

司
會
：
古
C

隆
一

挨
拶
：
稻
葉

穰

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
書
物
の
	

®
演
者
：
宮

紀
子

�
末
の
宣
敎
師
が
出
版
し
た
漢
籍
と
キ
リ
シ
タ
ン
版

®
演
者
：
(京
都
大
學
�
學
硏
究
科
敎
­
)

中
砂

�
德

漢
籍
�
入
の
旅
︱
︱
�
鮮
後
�
知
識
人
た
ち
の
中
國
旅
行

記
を
ひ
も
と
く

®
演
者
：
矢
木

毅

招
へ
い
硏
究
員

◦
餘

欣

復
旦
大
學
歷
�
學
系
敎
­

中
世
L
數
學
の
形
成
と
日
本
5
展
開

(
�
:
生
成
硏
究
客
員
部
門
)

	
入
敎
員

武
田
敎
­

�
閒

四
�
二
〇
日
～
七
�
一
九
日

◦

JA
M
I,
C
a
th
e
rin
e

F
lo
re
n
c
e

T
h
e

N
a
tio
n
a
l

C
e
n
te
r

fo
r

sc
ie
n
tific

R
e
se
a
rc
h
,
R
e
se
a
rc
h

D
ire
c
to
r

梅
�
鼎
の
數
學
硏
究
と
和
算
へ
の
影
ò

(
�
:
連
關
硏
究
客
員
部
門
)
	
入
敎
員

武
田
敎
­

�
閒

六
�
一
九
日
～
九
�
一
八
日

◦

O
T
M
A
Z
G
IN
,
N
issim

ヘ
ブ
ラ
イ
大
學
人
�
學
部

准
敎
­

地
政
學
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
：
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

日
本
の
�
:
政
策
の
一
〇
〇
年

(
�
:
生
成
硏
究
客
員
部
門
)

	
入
敎
員

田
中
敎
­

�
閒

七
�
一
一
日
～
二
〇
一
七
年
一
�
一
〇
日

◦

W
A
H
L
Q
U
IS
T
,H
å
k
a
n

王
立
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
ス

ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
財
團
常
務
理
事

ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
と
京
都

(
�
:
連
關
硏
究
客
員
部
門
)

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

九
�
一
四
日
～
一
二
�
一
三
日

◦
李

磊

華
東
師
範
大
學
歷
�
學
系
中
國
古
代
�
敎
硏

室
副
敎
­

六
�
時
代
の
東
ア
ジ
ア
︱
︱
中
國
王
�
と
日
本
・
�
鮮

と
の
關
係

(
�
:
連
關
硏
究
客
員
部
門
)

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

一
二
�
一
五
日
～
二
〇
一
七
年
三
�
一
四
日

◦
巫

仁
恕

中
央
硏
究
院
=
代
�
硏
究
.
硏
究
員
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一
九
世
紀
後
N
中
國
の
地
域
5
!
費
と
社
會
變


：
同

治
�
四
川
省
巴
縣
を
中
心
に

(
�
:
生
成
硏
究
客
員
部
門
)
	
入
敎
員

村
上
准
敎
­

�
閒

二
〇
一
七
年
二
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
四
�
三

〇
日

招
へ
い
外
國
人
學
者

◦
½

¾
如

中
央
硏
究
院
歷
�
語
言
硏
究
.
助
硏
究
員

比
�
の
視
點
か
ら
み
た
魏
晉
南
北
�
�
皇
后
・
皇
太
后

の
國
家
體
制
に
お
け
る
位
置
：
五
禮
を
中
心
と
し
た
考

察

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

四
�
九
日
～
四
�
二
三
日

◦
趙

立
怨

國
立
曁
南
國
際
大
學
歷
�
學
系
助
理
敎
­

石
刻
�
料
に
み
え
る
北
�
宗
室
の
官
歷
に
つ
い
て

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

四
�
九
日
～
四
�
二
三
日

◦
堀
口

典
子

U
n
iv
e
rsity
o
f
T
e
n
n
e
sse
e
,
A
sso
c
i-

a
te
P
ro
fe
sso
r

食
と
記
憶
の
言
說
︱
︱
日
本
=
代
(
國
を
め
ぐ
っ
て

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

七
�
二
五
日
～
一
二
�
三
一
日

◦
周

佳

浙
江
大
學
古
籍
硏
究
.
®
師

宋
代
官
銜
制
度
硏
究
︱
墓
誌
�
料
か
ら
の
考
察
を
中
心

に

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

八
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
三
�
三
一
日

◦
趙

晟
佑

ソ
ウ
ル
國
立
大
學
助
敎
­

東
ア
ジ
ア
佛
敎
に
み
え
る
末
法
思
想
の
比
�
硏
究

	
入
敎
員

宮
宅
准
敎
­

�
閒

八
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
七
�
三
一
日

◦
張

利
軍

東
北
師
範
大
學
歷
�
�
:
學
院
副
敎
­

夏
商
周
國
家
¬
K
の
考
古
學
硏
究	

入
敎
員

岡
村
敎
­

�
閒

九
�
二
〇
日
～
二
〇
一
七
年
九
�
一
九
日

◦
張

忠
煒

中
國
人
民
大
學
歷
�
系
副
敎
­

秦
漢
時
代
の
法
律
3
識
︱
經
學
・
讖
雲
・
L
數
か
ら
み

た
︱

	
入
敎
員

宮
宅
准
敎
­

�
閒

一
〇
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
九
�
三
〇
日

◦
A
R
O
K
A
Y
,
Ju
d
it

ハ

イ

デ

ル

ベ

ル

グ

大

學

日
本
學
硏
究
.
敎
­

日
本
E
=
代
の
�
字
テ
ク
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ッ
ピ

ン
グ
と
デ
ジ
タ
ル
G
釋

	
入
敎
員

大
浦
敎
­

�
閒

一
一
�
一
五
日
～
二
〇
一
七
年
一
�
一
三
日

◦
陳

洩

武
漢
大
學
歷
�
學
院
敎
­

秦
代
出
土
�
字
�
料
の
硏
究
	
入
敎
員

宮
宅
准
敎
­

�
閒

一
一
�
一
七
日
～
一
二
�
四
日

◦
劉

¾
君

上
海
大
學
社
會
科
學
學
院
副
敎
­

魏
晉
南
北
�
の
外
8
�
硏
究

	
入
敎
員

冨
谷
敎
­

�
閒

一
二
�
一
五
日
～
二
〇
一
七
年
三
�
一
四
日

◦
都

賢
喆

�
世
大
學
校
�
科
大
學
�
學
科
敎
­

高
麗
末
に
お
け
る
�
・
日
本
と
の
詩
�
8
液
の
ß
義

	
入
敎
員

矢
木
敎
­

�
閒

二
〇
一
七
年
三
�
一
六
日
～
二
〇
一
八
年
二
�

二
八
日

外
國
人
共
同
硏
究
者

◦
S
c
h
e
rrm
a
n
n
,
S
y
lk
e
U
lrik
e

靑
島
舊
藏
ド
イ
ツ
語
�
獻
中
の
法
制
關
係
´
料
の
<
査

	
入
敎
員

岩
井
敎
­

�
閒

二
〇
一
二
年
四
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
三
�
三

一
日

(繼
續
)

◦
T
A
JA
N
,
N
ic
o
la
s
P
ie
rre

ト
ラ
ウ
マ
と
�
�
︱
︱
｢
傷
﹂
の
歷
�
か
ら
み
た
人
類

	
入
敎
員

立
木
准
敎
­

�
閒

二
〇
一
五
年
四
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
三
�
三

一
日

(
繼
續
)

◦
½

琮
樺

韓
國
映
宴
´
料
院
韓
國
映
畫
�
硏
究
.
專

任
硏
究
員
・
慶
煕
大
學
演
劇
映
畫
學
科
$
任
敎
­

9
民
地
=
代
の
日
本
・
�
鮮
映
畫
8
涉
に
關
す
る
歷
�

5
硏
究

	
入
敎
員

高
木
敎
­

�
閒

二
〇
一
四
年
一
一
�
二
四
日
～
一
一
�
二
三
日

(繼
續
)

◦
李

周
炫

ソ
ウ
ル
國
立
大
學
歷
�
硏
究
.
ユ
ソ
ン
奬

學
財
團
奬
學
生

秦
漢
時
代
に
お
け
る
國
家
の
市
場
管
理

	
入
敎
員

宮
宅
准
敎
­

�
閒

八
�
三
〇
日
～
二
〇
一
七
年
五
�
三
一
日

◦

T
A
N
D
e
lfin
n
S
w
e
im
a
y

N
a
n
y
a
n
g
T
e
c
h
n
o
lo
g
-

ic
a
l
U
n
iv
e
rsity
P
h
D
c
a
n
d
id
a
te

日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
鯉
と
裝
&
魚
養
殖
の

科
學
�

	
入
敎
員

瀨
戶
口
准
敎
­

�
閒

九
�
一
四
日
～
二
〇
一
七
年
一
�
一
五
日

◦
ラ
イ
ル
・
デ
・
ス
ー
ザ

ロ
ン
ド
ン
大
學
バ
ー
ベ
ッ
ク

准
®
師

海
外
日
系
人
の
�
學
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ

	
入
敎
員

竹
澤
敎
­

�
閒

九
�
一
日
～
二
〇
一
八
年
八
�
三
一
日

(繼
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續
)

◦
張

俐
盈

中
央
硏
究
院
中
國
�
哲
硏
究
.
院
Ú
�
士

後
硏
究
員

�
代
詩
學
と
�
:
傳
播
を
@
し
て
見
た
李
白

	
入
敎
員

永
田
准
敎
­

�
閒

七
�
三
〇
日
～
九
�
三
日

◦
P
A
P
A
Z
IA
N
,
F
re
d
e
ric

フ
ラ
ン
ス
國
立
科
學
硏
究

.
セ
ン
タ
ー
科
學
�
硏
究
ラ
ボ
特
任
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

L
者

『百

科

F

書
﹄
デ

ジ

タ

ル

共

同

批

U

校

訂

版

(
E
N
C
R
R
E
)
¬
築
の
た
め
の
技
L
開
發

	
入
敎
員

王
寺
准
敎
­

�
閒

二
〇
一
七
年
二
�
二
〇
日
～
二
〇
一
七
年
五
�

一
三
日

 
託
硏
究
員

◦
石

立
善

上
海
師
範
大
學
哲
學
學
院
敎
­

日
本
.
藏
漢
籍
古
抄
本
に
關
す
る
總
合
5
硏
究

	
入
敎
員

古
C
准
敎
­

�
閒

二
〇
一
七
年
三
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
八
�
三

一
日

外
國
人
硏
究
生

◦

R
U
E
S
C
H
,
M
a
rk
u
s

親
鸞
論
～
救
濟
論
と
生
～
に
關
す
る
硏
究

	
入
敎
員

大
浦
敎
­

�
閒

二
〇
一
五
年
四
�
一
日
～
二
〇
一
七
年
三
�

三
一
日

(繼
續
)

◦
梁

鎭
海

�
淸
8
替
�
の
地
域
社
會
：
自
己
�
書
の
視
角
か
ら

	
入
敎
員

岩
井
敎
­

�
閒

四
�
一
日
～
二
〇
一
八
年
三
�
三
一
日

(繼

續
)出

版

物

紀
!

・
東
方
學
報

九
一
册

(紀
Ý
第
一
八
〇
册
)

二
〇
一
六
年
一
二
�
二
〇
日
刊

・
東
洋
學
�
獻
類
目
二
〇
一
四
年
度

二
〇
一
七
年
二
�
一
〇
日
刊

・
人
�
學
報

第
一
〇
九
號

(紀
Ý
第
一
八
〇
册
)

二
〇
一
六
年
七
�
三
〇
日
刊

・
Z
IN
B
U
N
n
u
m
b
e
r
四
七

二
〇
一
七
年
三
�
刊

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一
〇
年

二
〇
一
七
年
三
�
一
五
日

硏
究
報
吿
そ
の
他

・
.
報
人
�

第
六
三
號

二
〇
一
六
年
六
�
三
〇
日
刊

・
東
方
學
´
料
叢
刊

第
二
二
册

�
鮮
本
十
ä

矢
木

毅
�二

〇
一
六
年
八
�
五
日
刊

・
=
現
代
中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度
の
再
�

村
上

衞
二
〇
一
六
年
九
�
三
〇
日
刊

・
共
同
硏
究
´
料
叢
刊

第
九
號

京
都
大
學
人
�
科
學

硏
究
.
.
藏

中
川
�
庫
貴
重
書
目
錄

王
寺
賢
太

二
〇
一
六
年
一
一
�
一
〇
日
刊

・
セ
ン
タ
ー
硏
究
年
報
二
〇
一
六

二
〇
一
六
年
一
二
�
三
一
日

・
東
方
�
:
硏
究
の
記
憶
と


產
：
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
七

二
〇
一
七
年
一
�
二
〇
日
刊

・
京
大
人
�
硏
セ
ミ
ナ
ー
︿
六
﹀
﹃
目
錄
學
に
親
し
む
︱

漢
籍
を
知
る
手
引
き
﹄

二
〇
一
七
年
三
�
刊
行

・
日
本
・
中
國
・
臺
灣
・
香
h
・
韓
國
の
常
用
漢
字
と
漢

字
コ
ー
ド

安
岡
孝
一
・
安
岡
素
子

二
〇
一
七
年
三
�
一
日
刊

・
古
典
解
釋
の
東
ア
ジ
ア
5
展
開

京
都
大
學
人
�
科
學

硏
究
.

�
井
淳
�

二
〇
一
七
年
三
�
一
七
日
刊

・
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
硏
究

第
三
卷

'
犯
す
る
身
體

田
中
¾
一
�

二
〇
一
七
年
三
�
三
一
日
刊
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